
多摩支部で初開催

軽
油
高
騰
と
運
賃
転
嫁
調
査
結
果

東
ト
協
、
Ｇ
マ
ー
ク
説
明
会
・
相
談
会

第
33
回
近
代
化
基
金
融
資
公
募

東
ト
協
、
全
会
員
に
事
故
防
止
を
要
請

全
ト
協
、
23
年
度
決
算
版
経
営
分
析

☆ス タ ン ド 127.0〜124.4 円 平均 =125.80円
☆ロ ー リ ー 119.9〜112.3 円 平均 =115.46円
☆元売り発行カード  128.1〜116.2 円 平均 =123.09円
☆ディーラー発行カード 128.9〜114.4 円 平均 =120.33円

3
月
分

 （
東
ト
協
調
べ
）

34567

　

近
代
化
基
金
融
資

　

金
利
１
・
20
％
に

　
近
代
化
基
金
融
資
の
貸
出

金
利
が
４
月
10
日
か
ら
０
・

05
％
引
き
上
げ
ら
れ
、
１
・

20
％
と
な
っ
た
。
長
期
プ
ラ

イ
ム
レ
ー
ト
の
変
更
に
伴
う

も
の
で
、
今
年
２
月
８
日
以

来
の
変
更
。

　
こ
の
評
価
制
度

は
、
都
が
新
た
な

自
動
車
Ｃ
Ｏ
２
削

減
対
策
と
し
て
構

築
し
た
も
の
で
、

運
送
事
業
者
の
削

減
努
力
を
評
価
・

公
表
す
る
こ
と
で
、
荷
主
企

業
や
消
費
者
に
一
定
の
評
価

を
受
け
た
事
業
者
の
利
用
を

推
奨
し
、
受
注
機
会
の
拡
大

な
ど
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
削
減
へ
の
取
り
組

み
を
促
す
狙
い
が
あ
る
。

　

制
度
構
築
に
当
た
っ
て

は
、
東
ト
協
が
「
グ
リ
ー

ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
Ｇ
Ｅ
Ｐ
）
で
蓄
積
し
た
燃

費
デ
ー
タ
を
提
供
し
協
力
。

24
年
度
に
試
行
し
、
今
年
度

か
ら
本
格
実
施
す
る
。

　
評
価
対
象
は
、
都
内
に
貨

物
を
運
送
す
る
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
者
（
事
業
法
に
基

づ
く
一
般
・
特
定
の
緑
ナ
ン

バ
ー
事
業
者
お
よ
び
軽
貨
物

の
各
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

者
）。
評
価
は
事
業
者
が
使

用
す
る
、
す
べ
て
の
貨
物
自

動
車
を
対
象
と
し
、
事
業
者

単
位
で
「
☆
」「
☆
☆
」「
☆

☆
☆
」
の
３
ラ
ン
ク
で
評
価

す
る
。

　
申
請
に
際
し
て
は
、
24
年

度
１
年
間
に
お
け
る
１
台
ご

と
の
燃
料
供
給
量
と
、
燃
料

供
給
ご
と
に
記
録
し
た
走

行
距
離
を
も
と
に
算
出
し

た
実
走
行
燃
費
の
記
録
が

必
要
。
１
年
分
の
燃
費
が

管
理
さ
れ
て
い
な
い
な
ど

記
録
の
信
頼
性
や
精
度
が

欠
け
る
場
合
は
、
評
価
の

対
象
外
と
な
る
。

　

ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
す
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の

　
東
京
都
環
境
局
は
平
成
25
年
度
か
ら
、
運
送

事
業
者
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
へ
の
取
り
組
み
努
力
を
評

価
す
る
「
貨
物
輸
送
評
価
制
度
」（
貨
物
運
送
事

業
者
の
燃
費
評
価
制
度
）
を
本
格
実
施
す
る
。

こ
れ
に
伴
い
５
月
７
日
か
ら
21
日
ま
で
評
価
申

請
の
受
付
を
行
い
、
６
月
中
に
評
価
結
果
を
公

表
し
、
評
価
を
受
け
た
事
業
者
に
評
価
証
明
書

を
交
付
す
る
予
定
。
同
制
度
は
、
東
京
都
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の
協
力
に
よ
り
構
築
し
た
も
の

で
、
東
ト
協
が
申
請
窓
口
を
担
当
す
る
。

教
育
訓
練
・
指
導
な
ど
の
体

制
や
、
燃
費
デ
ー
タ
の
集

計
・
分
析
な
ど
日
常
的
な
管

理
体
制
を
示
す
書
類
の
提
出

   

Ｇ
Ｅ
Ｐ
燃
費
管
理

   

手
法
を
参
考
に

　

評
価
制
度
の
構
築
に
当

た
っ
て
は
、
都
が
東
ト
協
の

協
力
に
よ
り
世
界
最
大
級
の

実
走
行
燃
費
デ
ー
タ
（
合
計

42
万
台
分
）
を
収
集
・
分

析
。
こ
れ
に
よ
り
ト
ラ
ッ
ク

を
車
種
・
燃
料
種
別
・
車
両

総
重
量
別
に
52
区
分
（
燃
料

種
別
に
軽
油
39
、
ガ
ソ
リ
ン

４
、
Ｃ
Ｎ
Ｇ
５
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ

４
）
に
分
類
し
、
各
区
分
の

燃
費
で
Ｃ
Ｏ
２
削
減
へ
の
取

り
組
み
努
力
を
定
量
的
に
評

価
す
る
世
界
初
の
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
（
指
標
）
を
作
成
し

た
。

　
都
環
境
局
は
本
格
実
施
に

関
す
る
４
月
10
日
付
の
発
表

資
料
で
、
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の

作
成
に
当
た
り
、
東
ト
協
の

Ｇ
Ｅ
Ｐ
参
加
事
業
者
の
実
績

を
「
特
に
信
頼
性
が
高
い
」

デ
ー
タ
と
し
て
採
用
し
た
と

す
る
と
と
も
に
、
Ｇ
Ｅ
Ｐ
に

お
け
る
燃
費
管
理
手
法
は

「
都
の
評
価
を
得
る
際
に
参

考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
」
と

説
明
し
、
Ｇ
Ｅ
Ｐ
専
用
ホ
ー

ム
ペー
ジ
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

国
土
交
通
省
自

動
車
局
は
、
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
に
お
け
る

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ

の
導
入
促
進
に
向
け

て
、
４
月
11
日
付
で

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
に
貨
物
課
長

通
達
を
発
出
し
、
独
占
禁

止
法
上
の
問
題
と
な
ら
な

い
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
示
し
、
各

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

と
協
力
し
て
導
入
促
進
に
取

り
組
む
よ
う
求
め
た
。

　

最
近
、
軽
油
価
格
が
高

騰
・
高
止
ま
り
し
、
燃
料
費

の
増
大
が
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い

る
。
そ
こ
で
中
小
事
業
者
を

含
め
て
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ

の
導
入
を
強
力
に
推
進
す
る

た
め
、
公
正
取
引
委
員
会
と

連
携
し
て
「
燃
料
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
導
入
促
進
に
向
け

て
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
取
組

例
に
つ
い
て
」
を
と
り

ま
と
め
、
通
達
し
た
も

の
だ
。

　
具
体
的
に
は
ト
ラ
ッ

ク
協
会
に
よ
る
導
入
事

例
の
作
成
・
紹
介
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
・
広
告
な

ど
で
導
入
を
呼
び
か
け

る
こ
と
、
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
で
荷
主
と
の
交
渉
の

ポ
イ
ン
ト
や
導
入
交
渉

事
例
を
紹
介
す
る
こ
と
、
個

別
に
話
し
合
い
が
で
き
る
協

議
の
場
の
設
置
、
交
渉

書
類
の
と
り
ま
と
め
、

お
よ
び
内
容
確
認
・
ア

ド
バ
イ
ス
︱
︱
な
ど
６

項
目
を
示
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
行
為
は
、

事
業
者
間
に
現
在
ま
た

は
将
来
の
価
格
に
つ
い

て
の
共
通
の
目
安
を
与

え
る
よ
う
な
こ
と
が
な

い
限
り
、
独
禁
法
上
、

問
題
と
な
ら
な
い
と
し

て
い
る
。

　
参
考
と
し
て
、
独
禁

法
上
の
問
題
と
な
る
事
例
に

つ
い
て
、
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が

平
均
原
価
な
ど
を
示
し
、

原
価
計
算
ま
た
は
積
算
の

指
導
を
行
う
こ
と
や
、
値

上
げ
率
や
値
上
げ
幅
を
決

定
す
る
こ
と
︱
︱
な
ど
を

例
示
し
た
。

　
同
省
で
は
今
後
、
荷
主

関
係
団
体
に
対
し
て
、
今

回
の
通
達
内
容
を
含
め

て
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
に
よ
る
燃
料
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
導
入
に
つ
い
て

理
解
を
要
請
し
て
い
く
予

定
と
し
て
い
る
（「
取
組

例
」
な
ど
は
３
面
掲
載
）。

が
求
め
ら
れ
る
。

　
評
価
は
、
実
燃
費
の
水
準

を
順
位
付
け
す
る
の
で
は
な

く
、
ど
の
評
価
ラ
ン
ク
に
位

置
す
る
か
と
い
う
「
偏
差

値
」
で
評
価
す
る
。
都
に
申

請
し
評
価
を
受
け
た
事
業
者

は
「
☆
」
以
上
の
評
価
と
な

り
、
全
体
の
上
位
40
％
（
偏

差
値
52
・
６
）
以
上
が
「
☆

☆
」、
さ
ら
に
上
位
20
％
（
同

58
・
５
）
以
上
が
「
☆
☆

☆
」
評
価
に
相
当
す
る
。

　
都
環
境
局
で
は
今
後
、
わ

が
国
の
主
要
企
業
や
行
政
な

ど
で
構
成
す
る
「
グ
リ
ー
ン

購
入
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
Ｇ

Ｐ
Ｎ
）
と
連
携
し
、
荷
主
企

業
や
一
般
都
民
な
ど
が
、
評

価
結
果
を
も
と
に
環
境
に
配

慮
し
た
輸
配
送
を
行
う
事
業

者
を
選
択
す
る
仕
組
み
を
検

討
し
、
構
築
す
る
方
針
。

　
こ
の
た
め
の
先
導
的
な
取

り
組
み
と
し
て
、
都
で
は
既

に
「
東
京
都
グ
リ
ー
ン
購
入

ガ
イ
ド
」
に
お
い
て
、
こ
の

「
貨
物
輸
送
評
価
制
度
に
定

め
る
評
価
書
の
交
付
を
受
け

た
事
業
者
で
あ
る
こ
と
」

を
、
自
動
車
に
よ
る
運
搬
お

よ
び
輸
送
を
行
う
際
の
推
奨

基
準
と
し
て
定
め
、
率
先
し

て
評
価
事
業
者
を
利
用
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
な
お
、
申
請
手
続
き
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
都
環
境
局

お
よ
び
東
ト
協
の
各
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

東
京
都
　
燃
費
評
価
制
度
　
本
格
実
施

東
ト
協
が「
申
請
窓
口
」を
担
当

● 東京都環境局
　http://www.kankyo.metro.tokyo.jp/
　　vehicle/sgw/nenpi-hyoka.html

● 東ト協
　http://www.totokyo.or.jp/
● GEP専用
　http://www.tta-gep.jp/

申請受付期間　５月７～21日

25
年
度
初
任
運
転
者

特
別
講
習
ス
タ
ー
ト

東京都「貨物輸送評価制度」説明会

　
東
ト
協
は
４
月
か
ら
、
平

成
25
年
度
の
初
任
運
転
者
特

別
講
習
事
業
を
開
始
し
た
。

４
月
20
・
21
日
に
は
本
部
会

場
の
東
ト
総
合
会
館
で
講
習

会
を
開
催
し
た
の
に
続
き
、

同
23
日
に
は
三
多
摩
自
動
車

会
館
で
、
原
則
と
し
て
多
摩

支
部
（
星
信
久
支
部
長
）
管

内
の
会
員
事
業
者
を
対
象
に

し
た
講
習
会
を
実
施
し
た
。

　
東
ト
協
で
は
、
今
年
度
か

ら
初
任
運
転
者
特
別
講
習
事

業
を
拡
充
し
、
本
部

会
場
で
の
開
催
回
数

を
年
間
延
べ
12
回

（
偶
数
月
の
土
・
日

曜
日
）
に
増
や
す
と

と
も
に
、
受
講
利
便

を
考
慮
し
、
新
た
に

多
摩
地
区
の
会
員
を

対
象
に
し
た
講
習
会
（
平

日
）
を
６
回
行
う
こ
と
に
し

た
。

　
多
摩
支
部
で
の
講
習
会
で

は
、
星
支
部
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
講
習
を
実
施
し
、
プ

ロ
の
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
と
し

て
習
得
す
べ
き
安
全
運
転
に

関
す
る
基
本
的
事
項
な
ど
に

つ
い
て
研
修
し
た
。

事
故
防
止
緊
急
対
策
を
実
施
中

交
差
点
で
は
右
左
の
安
全
確
認
を

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
導
入
促
進
へ

「トラック協会の取組例」通達

試行時の評価認定ステッカー

 国交省自動車局 

2013年（平成25年）
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運行管理者試験

　

軽
油
価
格
は
ひ
と
頃
よ

り
、や
や
値
下
が
り
し
た
が
、

依
然
と
し
て
高
値
水
準
に
あ

る
。
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の

週
次
調
査
に
よ
る
と
、
店
頭

価
格（
消
費
税
込
み
）は
１
㍑

当
た
り
１
３
０
円
台
半
ば
で

推
移
し
て
い
る
。

　
原
油
高
と
、
安
倍
政
権
発

足
前
後
か
ら
の
円
高
進
行
を

背
景
に
、
春
先
に
か
け
て
軽

油
価
格
が
高
騰
し
た
。

　
原
油
高
は
と
も
か
く
と
し

て
、
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
が
、
し
ば

し
ば
疑
問
を
呈
す
る
の
が
、

為
替
動
向
と
の
関
係
だ
。
す

な
わ
ち
、「
円
安
に
な
る
と

す
ぐ
に
値
上
が
り
す
る
が
、

円
高
の
時
は
、
そ
れ
ほ
ど
値

下
が
り
し
な
か
っ

た
で
は
な
い
か
」

と
い
う
も
の
だ
。

　

百
貨
店
や
ス

ー
パ
ー
な
ど
小
売
り
業
界
で

は
、
円
高
に
な
る
と
「
円
高

還
元
セ
ー
ル
」
を
行
っ
た
り

す
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
「
石

油
元
売
り
の
対
応
は
ど
う
だ

っ
た
か
」
と
い
う
、
元
売
り

の
価
格
政
策
に
対
す
る
疑
問

で
あ
る
。

　
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、
軽
油

価
格
は
そ
れ
以
前
に
比
べ
る

と
格
段
に
高
い
水
準
で
推
移

し
、
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
は
燃

料
コ
ス
ト
増
大
へ
の
対
応
に

苦
労
し
て
き
た
。

　
だ
か
ら
、
今
回
の
高
騰
は

原
油
高
と
円
安
で
調
達
コ
ス

ト
が
嵩
み
、
値
上
が
り
は
致

し
方
な
い
状
況
と
分
か
っ
て

は
い
て
も
「
で
も
円
高
の
時

は
…
」
と
問
い
た
く
な
る
の

は
、
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら

れ
て
い
る
事
業
者
の
「
肌
感

覚
」
か
ら
し
て
、
致
し
方
な

い
疑
問
と
も
い
え
る
。

　
大
ざ
っ
ぱ
に
言
っ
て
、
原

油
価
格
は
世
界
の
需
給
動
向

を
ベ
ー
ス
に
、
イ
ラ
ン
問
題

な
ど
中
東
の
政
情
不
安
、
為

替
の
変
動
、
投
機
資
金
な
ど

に
よ
り
、
近
年
、
大
き
く
乱

高
下
し
て
き
た
。
こ
う
し
た

変
動
要
因
や
ス
ポ
ッ
ト
価
格

な
ど
を
指
標
と
し
て
、
元
売

り
は
卸
価
格
を
決
定
す
る
。

　
な
お
、
石
油
元
売
り
業
界

は
平
成
20
年
10
月
か
ら
、
基

本
的
に
は
市
場
連
動
の
新
価

格
方
式
に
移
行
し
た
。

　
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
が
疑
問

を
抱
く
、
為
替
動

向
と
の
関
係
に
つ

い
て
言
え
ば
、
円

高
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
必
ず
し
も
こ
れ
に
連
動

し
て
国
内
の
卸
価
格
が
下
が

る
わ
け
で
は
な
い
。
円
高
に

な
っ
て
も
、
原
油
価
格
が
上

が
っ
て
い
れ
ば
、
相
殺
さ
れ

て
し
ま
い
、
卸
価
格
は
あ
ま

り
下
が
ら
な
い
こ
と
に
な
る

か
ら
だ
。

　
確
か
に
理
屈
は
そ
う
な
の

だ
ろ
う
が
、
元
売
り
の
価
格

政
策
に
対
し
て
は
「
そ
れ
に

し
て
も
…
」
と
、
割
り
切
れ

ぬ
思
い
を
抱
く
ト
ラ
ッ
ク
事

業
者
は
少
な
く
な
い
は
ず
。

ユ
ー
ザ
ー
の
受
け
止
め
と
し

て
は
、原
油
高
や
円
安
に
よ

る
調
達
コ
ス
ト
増
の
影
響

を
、そ
の
多
く
を
ユ
ー
ザ
ー

に
シ
ワ
寄
せ
し
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が

ま
と
め
た
業
界
の
「
23
年
度

版
経
営
分
析
」
に
よ
れ
ば
、

営
業
収
益
に
占
め
る
燃
料
費

比
率
は
約
18
％
ま
で
ハ
ネ
上

が
り
、
経
営
を
大
き
く
圧
迫

し
て
い
る
の
が
実
情
だ
。

　
元
売
り
業
界
に
も
言
い
分

や
事
情
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、

ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
が
い
ま
強

く
望
む
の
は
、
業
界
が
抱
く

疑
問
や
受
け
止
め
に
対
し
、

元
売
り
側
が
も
っ
と
真
摯
に

向
き
合
う
こ
と
で
は
な
い

か
。  　

  　

         

（
Ｙ
）

　
平
成
25
年
度
第
１
回
運
行

管
理
者
試
験（
貨
物
）が
、８

月
25
日
に
実
施
さ
れ
る
。受

験
申
請
期
間
は
、①
申
請
書

（
郵
送
）に
よ
る
申
請
は
５

月
24
日
か
ら
６
月
14
日
ま

で（
締
切
日
の
当
日
消
印
有

効
、
締
切
日
を
過
ぎ
た
も
の

は
受
理
し
な
い
）②
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
請
は
５

月
24
日
午
前
９
時
か
ら
６
月

３
日
午
後
８
時
ま
で
。

　
受
験
申
請
書
の
頒
布
（
販

売
）期
間
は
５
月
24
日
か
ら

６
月
14
日
ま
で
。
郵
送
（
簡

易
書
留
）に
よ
る
頒
布
は
５

月
24
日
か
ら
６
月
６
日
（
必

着
）
ま
で
。
１
部
１
千
円
。

　
申
し
込
み
先
＝
〒
２
７
７

︱
８
６
９
１
日
本
郵
便
株
式

会
社
柏
郵
便
局
私
書
箱
50
号
、

（
公
財
）運
行
管
理
者
試
験
セ

ン
タ
ー
試
験
事
務
セ
ン
タ
ー

受
験
申
請
書
販
売
係
あ
て
。

　
東
ト
協
会
員
事
業
者
は
、

各
所
属
支
部
事
務
局
（
全
国

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
、

東
京
環
境
保
全
協
会
に
所
属

す
る
会
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
務
局
）
で
頒
布
。　

【
受
験
資
格
】

　
①
試
験
日
の
前
日
に
お
い

て
、
自
動
車
運
送
事
業
（
貨

物
軽
自
動
車
運
送
事
業
を
除

　

  

首
都
高
速

  

新
京
橋
～
京
橋
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間

   

料
金
所
工
事
で
通
行
止
め

　
首
都
高
速
道
路
は
料
金
所

改
良
工
事
の
た
め
、
５
月
８

日
午
後
10
時
か
ら
７
月
１
日

午
後
10
時
ま
で
、
都
心
環
状

線
内
回
り
の
新
京
橋
Ｉ
Ｃ
～

京
橋
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
［
白
魚
橋
料

金
所
］を
通
行
止
め
に
す
る
。

代
替
入
口
は
宝
町
Ｉ
Ｃ
（
内

回
り
）
と
な
る
。

　
ま
た
、
床
版
補
強
工
事
の

た
め
、
５
月
11
日
と
18
日
の

各
日
午
前
５
時
か
ら
翌
朝
午

前
５
時
ま
で
、台
場
線（
レ
イ

ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
）上
り
線

有
明
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
芝
浦
Ｊ
Ｃ
Ｔ

間
で
一
車
線
規
制
を
行
う
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
首
都
高

お
客
様
セ
ン
タ
ー
（
☎
03
・

６
６
６
７・５
８
５
５
）へ
。

   

中
央
道
／
集
中
工
事

   

高
井
戸
Ｉ
Ｃ
～
相
模
湖
Ｉ
Ｃ

   

５
月
13
～
24
日
車
線
規
制

　
中
日
本
高
速
道
路
（
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）
は
中
央
自

動
車
道
の
集
中
工
事
に
伴
い
、

５
月
13
日
午
前
零
時
か
ら
24

日
午
後
12
時
ま
で
、
高
井
戸

Ｉ
Ｃ
～
相
模
湖
Ｉ
Ｃ
ま
で
の

上
下
線
で
昼
夜
連
続
車
線
規

制
を
実
施
す
る
（
な
お
、土・

日
曜
日
は
工
事
休
止
）。

　
ま
た
、
八
王
子
Ｉ
Ｃ
国
道

16
号
外
回
り（
さ
い
た
ま
方

面
向
き
）入
口
は
、５
月
13・

14
日
各
日
午
後
９
時
か
ら
翌

朝
午
前
６
時
に
か
け
て
閉
鎖

さ
れ
る（
荒
天
の
場
合
は
順

延
）。

　

問
い
合
わ
せ
先
・
詳
細

は
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
お

客
さ
ま
セ
ン
タ
ー（
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・
９
２

２
・
２
２
９
）、お
よ
び
同
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://www.

c-nexco. co.jp/

）へ
。

　
国
道
４
６
８
号
首
都
圏
中

央
連
絡
自
動
車
道（
圏
央
道
）

の
東
金
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
木
更
津
東

Ｉ
Ｃ
間
が
、
４
月
27
日
午
後

２
時
開
通
す
る
。
開
通
区
間

の
延
長
は
42
・
９
㌔
㍍
。
暫

定
２
車
線
で
開
通
。

　
国
土
交
通
省
と
東
日
本
高

速
道
路
が
共
同
で
建
設
を
進

め
て
い
た
も
の
。
開
通
区
間

に
は
東
金
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
茂
原
北

Ｉ
Ｃ
・
茂
原
長
南
Ｉ
Ｃ
・
市

原
鶴
舞
Ｉ
Ｃ
を
設
置
。
千
葉

東
金
道
路
や
国
道
１
２
６
号

線
、４
０
９
号
線
、２
９
７
号

線
な
ど
に
ア
ク
セ
ス
す
る
。

　
圏
央
道
は

総
延
長
約
３

０
０
㌔
㍍
の

環
状
の
自
動

車
専
用
道
路

で
、
こ
れ
ま

で
に
約
１
１

０
㌔
㍍
が
開

通
。　

　

中
央
環
状
品
川
線

　
　

 

開
通
は
26
年
度
末
に

　
首
都
高
速
道
路
・
中
央
環

状
品
川
線（
約
９
・
４
㌔
㍍
、

品
川
区
八
潮
３
丁
目
～
目
黒

区
青
葉
台
４
丁
目
）の
開
通

時
期
が
、
平
成
26
年
度
末
に

先
送
り
に
な
っ
た
。

　

品
川
線
は
、東
京
都
と
首

都
高
速
道
路
が
共
同
で
建
設

し
て
い
る
中
央
環
状
線
の
最

終
区
間
。
25
年
度
末
の
開
通

を
目
指
し
て
建
設
工
事
を
進

め
て
き
た
が
、シ
ー
ル
ド
ト

ン
ネ
ル
掘
削
完
了
後
の
出
入

口
工
事
や
換
気
所
工
事
で
出

水
が
発
生
し
、
対
策
に
時
間

を
要
し
た
た
め
、
開
通
が
ず

れ
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。

く
）
の
用
に
供
す
る
事
業
用

の
自
動
車
ま
た
は
特
定
第
二

種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
の

事
業
用
自
動
車
（
緑
ナ
ン
バ

ー
の
車
）
の
運
行
の
管
理
に

関
し
、
１
年
以
上
の
実
務
の

経
験
を
有
す
る
者
②
国
土
交

通
大
臣
が
認
定
す
る
講
習
実

施
機
関
に
お
い
て
、
平
成
７

年
４
月
１
日
以
降
の
「
基
礎

講
習
」
を
修
了
し
た
者
――


の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
が
必
要
。

【
申
請
方
法
】

　
①
郵
送（
簡
易
書
留
）の
場

合
、
受
験
申
請
書
を（
公
財
）

運
行
管
理
者
試
験
セ
ン
タ
ー

試
験
事
務
セ
ン
タ
ー（
〒
２

７
７
︱
８
６
９
１
日
本
郵
便

株
式
会
社
柏
郵
便
局
私
書
箱

50
号
）
へ
。

　
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
受
験
申
請
は
、
試
験
セ
ン
タ

ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.unkan.or.jp/

）に

ア
ク
セ
ス
し
必
要
事
項
を
入

力
。
申
請
に
は
受
験
者
本
人

の
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

（
携
帯
不
可
）、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
（
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
、
Ｍ
ａ

ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
、
Ｊ
Ｃ
Ｂ
の
い
ず

れ
か
）
お
よ
び
プ
リ
ン
タ
ー

が
必
要
。

【
受
験
手
数
料
】６
千
円（
非

課
税
）。

　
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
運
行

管
理
者
試
験
セ
ン
タ
ー
試
験

事
務
セ
ン
タ
ー
（
☎
04
・
７

１
７
０
・
７
０
７
７
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
04
・
７
１
７
０
・
８
５
５

５
）
へ
。
申
請
手
続
き
に
関

す
る
詳
細
は
同
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
試
験

案
内
書
を
参
照
。

軽
油
価
格
へ
の
疑
問

円
安
背
景
に
高
値
水
準
続
く

円
高
時「
あ
ま
り
下
が
ら
ず
」

圏 央 道
 東金ＪＣＴ
  ～木更津東ＩＣ 

４月27日開通

25年度   第１回 
運行管理者試験
５月24日から
申請受付

第1030号 （２）総　合２０13年（平成25年）４月25日



　国土交通省は自動車運送事業の監査方
針、行政処分基準の改正内容をまとめ、３月６
日から４月４日まで意見募集を行った。営業
所に運行管理者が選任されていない場合や
運転者の運転時間基準が著しく遵守されてい
ない場合など７つの重要な法令違反につい
て、即時30日間の事業停止処分とすることな
どを盛り込んだ。昨年の関越道高速ツアーバ
ス事故を受けた強化策で、10月から実施に移
す予定だが、トラック業界からは「厳しすぎる。
処分強化を図るだけでは根本的解決にならな
い」などと反発する意見が出ている。

　

監
査
方
針
と
行
政
処
分

基
準
の
改
正
内
容
は
、
昨

年
10
月
の
「
自
動
車
運
送

事
業
者
に
対
す
る
監
査
の

あ
り
方
に
関
す
る
検
討

会
」
中
間
と
り
ま
と
め
な

ど
を
踏
ま
え
て
ま
と
め
た

も
の
。見
直
し
の
契
機
は
、

昨
年
の
高
速
ツ
ア
ー
バ
ス

事
故
だ
が
、バ
ス
だ
け
で

な
く
、ト
ラ
ッ
ク
、タ
ク
シ

ー
に
も
適
用
す
る
。

　

監
査
に
つ
い
て
は
、
運

輸
局
や
運
輸
支
局
が
、
事

業
者
の
法
令
違
反
歴
や
講

習
受
講
状
況
な
ど
を
基

に
、
優
先
的
に
監
査
を
実

施
す
る
事
業
者
と
継
続
的

に
監
視
し
て
い
く
事
業
者

の
リ
ス
ト
を
整
備
し
、
こ

れ
に
よ
り
、
監
査
を
効
率

的
・
効
果
的
に
実
施
す
る

仕
組
み
を
作
る
こ
と
を
盛

り
込
ん
だ
。

　

行
政
処
分
に
つ
い
て

は
、
輸
送
の
安
全
に
支
障

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
大
き

い
重
要
な
法
令
違
反
や
、

法
令
違
反
を
隠
蔽
す
る
な

ど
の
悪
質
な
法
令
違
反
の

処
分
量
定
を
引
き
上
げ
る

一
方
、
記
録
類
の
記
載
不

備
な
ど
軽
微
な
違
反
に
対

し
て
は
行
政
指
導
に
と
ど

め
る
な
ど
、
メ
リ
ハ
リ
を

つ
け
る
内
容
だ
。

　

具
体
的
に
は
、
営
業
所

に
運
行
管
理
者
・
整
備
管

理
者
が
選
任
さ
れ
て
い
な

い
場
合
や
、
恒
常
的
に
全

運
転
者
に
対
し
て
点
呼
が

実
施
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、

運
転
者
の
運
転
時
間
基
準

が
著
し
く
遵
守
さ
れ
て
い

な
い
場
合
な
ど
７
つ
の
ケ

ー
ス
を
重
要
な
法
令
違
反

と
し
、
こ
う
し
た
違
反
が

確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、

30
日
間
の
事
業
停
止
と
す

る
と
し
て
い
る
。

　

記
録
の
改
ざ
ん
な
ど
悪

質
な
法
令
違
反
に
つ
い
て

も
処
分
量
定
を
引
き
上
げ
、

乗
務
記
録
の
不
実
記
載
や

運
行
記
録
計
の
記
録
改
ざ

ん
に
対
し
て
は
、初
違
反

10
日
車
か
ら
30
日
車
に
強

化
す
る
。

　

ま
た
、
処
分
日
車
数
の

算
定
方
法
を
簡
素
化
し
て
、

こ
れ
に
よ
り
、監
査
か
ら

処
分
ま
で
に
要
す
る
期
間

を
短
縮
す
る
。

　

こ
う
し
た
処
分
強
化
策

に
対
し
て
、
東
京
都
ト
ラ

ッ
ク
協
会
は
４
月
４
日
に

意
見
提
出
し
、「
行
政
処

分
の
強
化
を
図
る
だ
け
で

は
根
本
的
解
決
に
は
な
ら

な
い
」
と
反
発
。

　

法
令
遵
守
を
徹
底
で
き

な
い
背
景
に
は
、
過
当
競

争
に
よ
り
適
正
運
賃
を
収

受
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る

と
し
、「
早
急
に
運
賃
・

料
金
制
度
を
検
討
し
て
業

界
に
提
示
す
べ
き
だ
」
と

指
摘
し
た
。

　

各
論
で
は
、
重
要
な
法

令
違
反
に
対
す
る
即
時
30

日
間
事
業
停
止
に
つ
い
て

「
事
業
取
消
処
分
と
同
等

で
あ
り
、
厳
し
す
ぎ
る
」

と
し
た
上
で
、「
運
転
時

間
基
準
が
著
し
く
遵
守
さ

れ
て
い
な
い
場
合
は
、
実

運
送
事
業
者
の
一
方
的
理

由
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は

な
い
。
違
反
の
背
景
も
考

慮
し
な
い
で
、
一
律
的
な

事
業
停
止
処
分
は
行
う
べ

き
で
は
な
い
」
と
し
た
。

　

東
ト
協
意
見
は
さ
ら

に
、「
処
分
基
準
を
強
化

す
れ
ば
事
故
が
減
少
し
法

令
遵
守
も
徹
底
す
る
と
い

う
考
え
方
、
手
法
は
す
で

に
限
界
に
達
し
て
い
る
」

と
指
摘
し
た
。

　

全
く
同
感
だ
。
も
は
や

旧
来
の
手
法
だ
け
で
は
改

善
で
き
な
い
ほ
ど
業
界
は

傷
ん
で
い
る
の
が
実
情

だ
。
抜
本
的
な
制
度
改
正

を
求
め
た
い
。

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　
　
　
　 

伊
集
院
　
豪
）

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
、
今
年
３
月
に
実

施
し
た
「
軽
油
価
格
の
高
騰

と
運
賃
転
嫁
に
関
す
る
調

査
」
結
果
を
ま
と
め
た
。
価

格
高
騰
に
伴
う
燃
料
コ
ス
ト

の
増
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

運
賃
転
嫁
が
で
き
て
い
な
い

事
業
者
が
９
割
近
く
に
の
ぼ

る
。
こ
の
た
め
「
軽
油
引
取

税
の
減
税
」
な
ど
の
対
策
を

求
め
る
意
見
が
多
い
。

　
全
ト
協
調
査
に
よ
る
と
、

２
月
の
軽
油
価
格
（
消
費
税

抜
き
）
は
１
㍑
当
た
り
ス
タ

ン
ド
１
１
６
・
90
円
、
カ
ー

ド
１
１
６
・
18
円
、
ロ
ー
リ

ー
１
０
９
・
98
円
で
、
引
き

続
き
上
昇
傾
向
に
あ
る
。

　
価
格
高
騰
に
よ
る
収
益
へ

の
悪
化
影
響
は
「
大
き
く
影

響
」が
回
答
全
体（
５
９
２
）

の
66
・
４
％
に
の
ぼ
り
、

「
や
や
影
響
」（
30
・
９
％
）

を
加
え
る
と
97
・
３
％
に
達

し
、
ほ
と
ん
ど
の
事
業
者
の

収
益
が
悪
化
し
て

い
る
。

　
こ
の
た
め
、
今

後
も
高
騰
が
続
け

ば
「
経
営
努
力
に

も
限
界
が
あ
り
、

将
来
の
事
業
継

続
に
は
不
安
が
あ

る
」
と
の
回
答
が

54
・
１
％
と
半
数

以
上
を
占
め
、「
事

業
規
模
の
縮
小
、

廃
業
ま
で
視
野

に
入
れ
検
討
中
」

（
６・６
％
）を
合

わ
せ
る
と
、
約
６

割
が
事
業
継
続
に

困
難
さ
を
感
じ
て
い
る
。
燃

料
コ
ス
ト
増
分
の
運
賃
転
嫁

が
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
か

ら
だ
。

　
ま
た
、
主
た
る
荷
主
と
交

渉
し
た
結
果
、「
全
く
転
嫁

で
き
て
い
な

い
」
が
87
・

８
％
と
９
割

近
く
に
の
ぼ

る
。「
転
嫁
で

き
て
い
る
」は

「
一
部
転
嫁
」

が
ほ
と
ん
ど

で
、「
ほ
ぼ

転
嫁
」と
合

わ
せ
て
も
12

・
２
％
に
と

ど
ま
る
。
一

部
転
嫁
で
き

て
い
る
事
業

者
の
転
嫁
状

況
は
「
１
％

以
上
20
％
未
満
」
が
60
・
０

％
を
占
め
、「
20
％
以
上
40

％
未
満
」
が
19
・
４
％
。
転

嫁
割
合
は
相
対
的
に
低
く
、

芳
し
く
な
い
。

　
転
嫁
方
法（
複
数
回
答
）に

関
し
て
は
「
現
行
の
運
賃
単

価
自
体
を
値
上
げ
し
た
」
が

39
・
９
％
、「
現
行
の
運
賃

と
は
別
途
に
、
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ（
燃
料
特
別
付
加
運
賃
）を

導
入
し
た
」
が
37
・
５
％
だ

っ
た
。

　

転
嫁
に
成
功
し
た
事
例

（
複
数
回
答
）と
し
て
は
、「
荷

主
・
元
請
に
理
解
が
あ
る
事

例
」
が
52
・
３
％
と
最
も
多

く
、
次
い
で
「
荷
主
・
元
請

の
社
長
と
の
信
頼
関
係
、
現

場
担
当
者
と
ド
ラ
イ
バ
ー
と

の
信
頼
関
係
が
盤
石
な
事

例
」
が
27
・
１
％
、「
特
に
、

高
い
輸
送
品
質
を
求
め
る
運

送
の
事
例
」
が
21
・
５
％
だ

っ
た
。

　
価
格
高
騰
対
策
（
複
数
回

答
）
に
関
し
て
は
運
賃
転
嫁

が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、「
軽
油
引
取
税
の
減

税
」
が
82
・
６
％
と
最
も
多

く
、
以
下
「
燃
料
サ
ー
チ
ャ

ー
ジ
を
法
制
化
し
、
実
効
性

を
担
保
」
が
61
・
９
％
、「
燃

料
費
を
補
填
す
る
補
助
金
の

創
設
」
が
41
・
５
％
、「
燃

料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
緊
急
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
厳
格
な
運
用
」

が
41
・
５
％
、「
荷
主
業
界
、

大
手
元
請
運
送
会
社
な
ど
へ

の
強
力
な
協
力
要
請
」が
41

・
２
％
だ
っ
た
。　
　

　
国
土
交
通
省
自
動
車
局
が

貨
物
課
長
通
達
で
示
し
た
、

独
占
禁
止
法
上
の
問
題
と
な

ら
な
い
「
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
導
入
促
進
に
向
け
て
の
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の
取
組
例
」は
、

次
の
と
お
り
。

　
⑴
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
、
国

土
交
通
省
作
成
の「
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
に
お
け
る
燃
料
サ

ー
チ
ャ
ー
ジ
緊
急
ガ
イ
ド
ラ

　

中
小
企
業
庁
は
４
月
１

日
、
新
た
に
事
業
環
境
部
取

引
課
内
に「
中
小
企
業
取
引

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」を
設
置
し
、

取
引
上
の
各
種
相
談
に
応
じ

て
い
る
。

　

同
庁
は
、昨
年
11
月
末
に

取
引
全
般
に
か
か
わ
る
相
談

や
、親
事
業
者
に
よ
る
下
請

代
金
法
違
反
行
為
の
情
報
提

供
・
申
告
な
ど
を
電
子
メ
ー

ル
で
受
け
付
け
る
「
中
小
企

業
取
引
目
安
箱
」（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
＝https://w

w
w
s.

イ
ン
」と
同
様
の
燃
料
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
導
入
事
例
を
作
成

し
紹
介
す
る
こ
と
。

　

⑵
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
、パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
、

新
聞
広
告
等
に
お
い
て
、
下

記
の
と
お
り（
＝
広
告
文
例・

省
略
）、
荷
主
や
消
費
者
に

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、
具
体
的

な
価
格
、
支
払
条
件
等
の
取

引
条
件
自
体
の
内
容
を
記
載

す
る
こ
と
な
く
、
燃
料
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
の
導
入
を
直
接
的

に
呼
び
か
け
る
こ
と
。

　
⑶
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
、
セ

ミ
ナ
ー
、
広
報
誌
等
で
中
小

の
事
業
者
が
荷
主
に
対
し
て

交
渉
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
や

導
入
交
渉
の
事
例
を
紹
介
す

る
こ
と
。

　
⑷
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
、
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
者
か
ら

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
導
入
に

か
か
る
相
談
が
あ
っ
た
際
、

適
切
な
専
門
家（
中
小
企
業

診
断
士
等
）の
紹
介
を
行
う

こ
と
。

　
⑸
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
、
燃

料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
導
入
希

望
の
あ
る
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
者
と
導
入
し
た
い
取
引

先
荷
主
に
声
を
か
け
、
両
者

が
個
別
に
直
接
話
し
合
い
で

き
る
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
導

入
協
議
の
場
を
設
置
す
る
こ

と
。

　
⑹
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
、
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
者
が
希

望
す
る
場
合
に
お
い
て
、
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
者
か
ら

交
渉
を
行
い
た
い
荷
主
に
対

す
る
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
交

m
eti.go.jp/interface/

chusho/subcontractors_
report/index.cgi

）を
設

置
し
た
。

　
今
回
、
電
子
メ
ー
ル
で
は

十
分
に
相
談
内
容
な
ど
を
伝

え
に
く
い
事
業
者
な
ど
か
ら

も
、
電
話
に
よ
り
広
く
相
談

を
受
け
付
け
る
よ
う
に
す
る

た
め
、「
取
引
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
を
開
設
し
た
も
の
だ
。

　
来
年
度
か
ら
の
消
費
税
引

き
上
げ
を
見
据
え
た
、
親
事

業
者
に
よ
る
下
請
代
金
法
違

反
行
為
に
関
す
る
相
談
も
受

け
付
け
る
。

　
▽
連
絡
先
＝
☎
03
・
３
５

０
１・
７
０
６
１
（
平
日
午

前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
）

渉
書
類
を
と
り
ま
と
め
、
関

係
荷
主
団
体（
経
済
団
体
、商

工
会
議
所
等
）へ
送
付
し
、荷

主
へ
の
連
絡
手
配
を
依
頼
す

る
こ
と
。

　

ま
た
、ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
、

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
か

ら
受
け
付
け
た
交
渉
書
類
の

内
容
を
確
認
し
、
交
渉
に
適

し
た
書
類
と
な
っ
て
い
る
か

否
か
に
つ
い
て
、
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
者
の
求
め
に
応

じ
、
個
別
企
業
の
経
営
実
態

等
に
応
じ
た
ア
ド
バ
イ
ス（
※
）

を
行
う
こ
と
。

　
※
こ
こ
で
言
う
ア
ド
バ
イ

ス
と
は
、
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
の
価
格
水
準
等
の
取
引
条

件
に
関
す
る
も
の
で
は
な

く
、
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

者
が
個
別
に
設
定
し
た
価
格

を
前
提
と
し
て
、
要
請
の
説

明
が
原
価
計
算
等
の
観
点
か

ら
適
切
な
も
の
で
あ
る
か
を

確
認
す
る
と
い
う
意
味
。

（
１
面
に
関
連
記
事
）

全  ト  協

軽油高騰と運賃転嫁調査

全く転嫁できず９割近く
軽油減税要望８割強にも

    

中 

小 

企 

業 

庁

「
取
引
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」          

              

開  

設

  

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
導
入
促
進
へ

  

協
会「
取
組
例
」６
項
目
を
通
達

国 交 省

業界は「厳しすぎる」と反発
重要違反、即時30日事業停止

国
交
省
が
処
分
強
化
策

（３） 第1030号経 営 ２０13年（平成25年）４月25日
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１
日　
一
般
社
団
法
人
移
行

に
伴
う
除
幕
式
▽
サ
ポ
ー

ト
事
業

２
日　
指
導
監
査

３
日　
物
流
経
営
士
課
程
▽

サ
ポ
ー
ト
事
業
▽
事
故
防

止
委
員
会
正
副
委
員
長
会

議
▽
同
委
員
会

５
日　
サ
ポ
ー
ト
事
業

８
日　
指
導
監
査
▽
事
務
局

部
長
会
▽
サ
ポ
ー
ト
事
業

９
日　
青
年
部
正
副
本
部
長

会
▽
一
斉
街
頭
指
導
活
動

「
統
一
実
施
日
」
▽
重
量

品
専
門
部
会
委
員
会
▽
グ

リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
セ
ミ
ナ
ー（
～
10
日
）

10
日　
正
副
会
長
会
議
▽
地

域
連
絡
協
議
会
▽
物
流
経

営
士
課
程
▽
ロ
ジ
研
本
部

連
絡
会
▽
サ
ポ
ー
ト
事
業

（
～
11
日
）▽
ダ
ン
プ
専
門

部
会
全
体
会
議

11
日　
食
料
・
酒
類
飲
料
専

門
部
会
役
員
会
▽
東
京
運

輸
支
局
・
街
頭
検
査
に
協

力
▽
「
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
け

る
東
京
都
「
貨
物
輸
送
評

価
制
度
」
説
明
会

12
日　
支
部
事
務
局
事
務
長

会
議
▽
鉄
骨
・
橋
梁
専
門

部
会
全
体
会
議
▽
海
上
コ

ン
テ
ナ
専
門
部
会
業
務
委

員
会
▽
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
ミ
ナ

ー
15
日　
事
務
局
部
長
会
▽
女

性
部
正
副
本
部
長
会
▽
サ

ポ
ー
ト
事
業

　
安
藤　

秀
雄
氏
（
安
藤
運

輸
代
表
取
締
役
・練
馬
支
部
）

４
月
５
日
、心
不
全
の
た
め
死

去
、80
歳
。通
夜
は
４
月
９
日
、

告
別
式
は
同
10
日
に
そ
れ
ぞ

れ
練
馬
区
の
平
安
練
馬
会
館

で
。喪
主
は
長
男
・一
浩
氏
。

【
多
摩
支
部
】

　
◆
有
限
会
社
エ
フ
テ
ィ
ラ

イ
ン
＝
武
蔵
村
山
市
学
園
１

の
10
▽
☎
０
４
２
・
５
９

０
・
４
５
４
５
▽
一
般
貨
物

（
普
通
車
12
台
、小
型
車
10

台
）、利
用
運
送

　
◆
山
田
倉
庫
株
式
会
社
＝

小
平
市
小
川
町
２
の
１
９
５

９
の
１
の
５
０
７
▽
☎
０
４

２
・
３
１
２
・
１
５
２
５
▽

一
般
貨
物
（
普
通
車
18
台
）

８
日
㈬　

16
時
＝
関
東
・
甲

信
越
重
量
部
会
正
副
部
会

長
会
議（
全
ト
協
）

９
日
㈭　

17
時
＝
青
年
部
幹

事
会（
東
ト
総
合
会
館
）

13
日
㈪　
13
時
30
分
＝
総
務

委
員
会（
東
ト
総
合
会
館
）

14
日
㈫　
11
時
＝
女
性
部
会

計
監
査（
東
ト
総
合
会
館
）

▼
11
時
＝
同
部
正
副
本
部

長
会（
同
）▼
12
時
＝
関
ト

協
海
上
コ
ン
テ
ナ
部
会
正

副
部
会
長
・
監
事
合
同
会

議（
同
）▼
12
時
30
分
＝
女

性
部
幹
事
会（
同
）▼
15
時

＝
関
ト
協
青
年
部
会
常
任

幹
事
会（
同
）

　
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

７
月
１
日
か
ら
12
日
ま
で
、

平
成
25
年
度
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
安
全
性
評
価
事
業

（
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
）
の
申
請

受
付
を
行
う
。
こ
れ
に
先
立

ち
、
会
員
事
業
者
の
認
定
取

得
促
進
に
向
け
て
５
月
に
Ｇ

マ
ー
ク
説
明
会
、
６
月
に
事

前
相
談
会
を
東
ト
協
本
部

（
東
ト
総
合
会
館
）
と
多
摩

支
部
で
実
施
す
る
。

　
説
明
会
で
は
、
Ｇ
マ
ー
ク

制
度
や
申
請
資
格
・
申
請
方

法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。
ま

た
事
前
相
談
会
（
準
備
し
た

申
請
関
係
書
類
を
必
ず
持
参

の
こ
と
）
で
は
適
正
化
指
導

員
が
個
別
に
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
。

　
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
制
度
は
、

全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適
正

化
事
業
実
施
機
関
（
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
）
が
15
年
７

月
か
ら
、
荷
主
企
業
や
一
般

消
費
者
な
ど
利
用
者
が
よ
り

安
全
性
の
高
い
事
業
者
を
選

び
や
す
く
す
る
た
め
の
制
度

　
貨
物
自
動
車
の
優
良
運
転

者
を
表
彰
す
る
関
東
運
輸
局

長
お
よ
び
東
京
運
輸
支
局
長

表
彰
の
推
薦
期
日
が
近
づ
い

て
い
ま
す
。
各
会
員
事
業
所

で
該
当
者
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
、
次
の
要
領
で
書
類
を
そ

ろ
え
、
所
属
支
部
を
通
じ
て

期
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
提
出
書
類
の
中
に
、
自
動

車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
の

「
無
事
故
無
違
反
証
明
書
」

と
「
運
転
記
録
証
明
書
」
の

両
方
を
忘
れ
ず
に
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
各
支
部
ま

た
は
本
部
総
務
課
（
☎
03
・

３
３
５
９
・
６
２
５
２
、

永な
が
や谷
）
へ
。

◆
関
東
運
輸
局
長
表
彰

【
表
彰
の
範
囲
】
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
等
の
事
業
用
運

転
者
と
し
て
運
輸
支
局
長
の

表
彰
を
受
け
た
模
範
者
で
、

５
月
31
日（
基
準
日
）に
お
い

て
満
15
年
以
上
勤
続
し
、
責

任
事
故
が
な
い
者
。

【
表
彰
者
】
関
東
運
輸
局
長

【
表
彰
期
日
】
10
月

【
提
出
期
日
】
６
月
19
日
㈬

必
着

【
提
出
書
類
】
①
功
績
調
書

②
履
歴
書
③
在
職
証
明
書
④

事
業
主
の
無
事
故
証
明
書
⑤

責
任
事
故
に
関
す
る
申
立
書

⑥
支
局
長
表
彰
の
表
彰
状
の

写
し
（
コ
ピ
ー
）
⑦
無
事
故

無
違
反
証
明
書
⑧
運
転
記
録

証
明
書
（
５
年
間
）

【
提
出
部
数
】
各
２
部
＝
③

④
⑤
⑦
⑧
正
本
１
通
、
複
本

１
通
（
Ａ
４
判
、
横
書
き

〈
裏
白
〉、
ク
リ
ッ
プ
止
め

〈
ホ
チ
キ
ス
で
綴
じ
な
い
こ

と
〉、
ワ
ー
プ
ロ
印
刷
）

【
そ
の
他
】

　
①
事
業
用
貨
物
自
動
車
の

運
転
者
と
し
て
、
満
15
年
以

上
勤
続
し
て
い
る
期
間
の
う

ち
、現
事
業
所（
統
合
・
分
割

期
間
を
含
む
）に
引
き
続
き
、

満
５
年
以
上
勤
続
し
て
い
る

こ
と
。
た
だ
し
、
勤
続
期
間

に
中
断
が
あ
る
と
き
は
、そ

の
中
断
期
間
を
除
い
て
、前

後
の
期
間
を
通
算
し
て
よ
い
。

　
②
「
責
任
事
故
が
な
い
」

と
は
、
運
転
者
の
責
に
帰
す

べ
き
事
由
に
よ
り
、
自
動
車

の
運
行
に
お
い
て
、
他
人
の

身
体
・
生
命
・
財
産
を
害
し

た
事
故
が
な
い
こ
と
を
い

う
。
ま
た
本
年
５
月
31
日（
基

準
日
）よ
り
遡
っ
て
、
過
去

３
年
間
に
お
い
て
交
通
違
反

（
軽
微
な
も
の
を
含
む
）が
な

い
者
に
限
る
。

　
③
東
京
都
内
の
営
業
所
に

勤
務
し
て
い
る
者
に
限
る
。

◆
東
京
運
輸
支
局
長
表
彰

【
表
彰
の
範
囲
】
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
等
の
事
業
用
自

動
車
の
運
転
者
と
し
て
団
体

長（
全
ト
協
会
長
等
）の
表
彰

を
受
け
た
模
範
者
で
、
５
月

31
日（
基
準
日
）に
お
い
て
満

10
年
以
上
勤
続
し
、
責
任
事

故
が
な
い
者
。

【
表
彰
者
】東
京
運
輸
支
局
長

【
表
彰
期
日
】
９
月

【
提
出
期
日
】
７
月
５
日
㈮

必
着

【
提
出
書
類
】
①
功
績
調
書

②
履
歴
書
③
在
職
証
明
書
④

事
業
主
の
無
事
故
証
明
書
⑤

責
任
事
故
に
関
す
る
申
立
書

⑥
団
体
長
表
彰
の
表
彰
状
の

写
し
（
コ
ピ
ー
）
※
全
ト
協

規
程
に
よ
る
表
彰
・
優
秀
運

転
者
顕
章
、
ま
た
は
警
察
関

係
の
表
彰
等
⑦
無
事
故
無
違

反
証
明
書
⑧
運
転
記
録
証
明

書
（
５
年
間
）

【
提
出
部
数
】
各
２
部
＝
③

④
⑤
⑦
⑧
正
本
１
通
、
複
本

１
通
（
Ａ
４
判
、
横
書
き

〈
裏
白
〉、
ク
リ
ッ
プ
止
め

〈
ホ
チ
キ
ス
で
綴
じ
な
い
こ

と
〉、
ワ
ー
プ
ロ
印
刷
）

【
そ
の
他
】

　
①
事
業
用
貨
物
自
動
車
の

運
転
者
（
助
手
・
補
助
期
間

は
除
く
）
と
し
て
、
満
10
年

以
上
勤
続
し
て
い
る
期
間
の

う
ち
、現
事
業
所（
統
合
・
分

割
期
間
を
含
む
）に
引
き
続

き
、
満
５
年
以
上
勤
続
し
て

い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
勤
続

期
間
に
中
断
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
中
断
期
間
を
除
い

て
、
前
後
の
期
間
を
通
算
し

て
よ
い
。

　
②
「
責
任
事
故
が
な
い
」

と
は
、
運
転
者
の
責
に
帰
す

べ
き
事
由
に
よ
り
、
自
動
車

の
運
行
に
お
い
て
、
他
人
の

身
体
・
生
命
・
財
産
を
害
し

た
事
故
が
な
い
こ
と
を
い

う
。
ま
た
本
年
５
月
31
日（
基

準
日
）よ
り
遡
っ
て
、
過
去

３
年
間
に
お
い
て
交
通
違
反

（
軽
微
な
も
の
を
含
む
）が
な

い
者
に
限
る
。

　
③
東
京
都
内
の
営
業
所
に

勤
務
し
て
い
る
者
に
限
る
。

　
な
お
、
各
表
彰
の
提
出
書

類
の
書
式
は
、
東
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
。

と
し
て
実
施
。

　
事
業
者
の
安
全
性
を
正
当

に
評
価
・
認
定
・
公
表
し
て

お
り
、
そ
の
認
定
取
得
は
安

全
性
が
高
い
事
業
者
の

「
証
」
と
な
る
も
の
。
25
年

３
月
末
現
在
、
全
国
で
１
万

８
１
０
７
事
業
所
（
全
事
業

所
の
21
・
６
％
）
が
「
安
全

性
優
良
事
業
所
」（
Ｇ
マ
ー

ク
認
定
事
業
所
）
に
認
定
さ

れ
て
い
る
。

　
東
ト
協
で
は
、
会
員
事
業

者
の
安
全
性
向
上
や
事
故
防

止
の
徹
底
に
向
け
て
、
引
き

続
き
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
取
得
率

25
％
を
目
標
に
、
認
定
取
得

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

〈
申
請
資
格
〉

　
申
請
準
備
日（
７
月
１
日
）

現
在
で
、
次
の
①
か
ら
④
ま

で
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す

事
業
所
。
な
お
、
申
請
は
事

業
所
（
営
業
所
）
単
位
。

　
①
事
業
開
始
後
（
運
輸
開

始
後
）
３
年
を
経
過
②
配
置

す
る
事
業
用
自
動
車
数
が
５

両
以
上
③
虚
偽
の
申
請
、
そ

の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り
申

請
却
下
ま
た
は
評
価
取
り
消

し
を
受
け
た
事
業
所
は
、
取

り
消
し
後
２
年
を
経
過
④
認

定
証
の
偽
造
も
し
く
は
変
造

な
ど
の
不
正
使
用
に
よ
り
、

是
正
勧
告
を
受
け
た
事
業
所

は
、
そ
の
後
３
年
を
経
過
。

〈
申
請
案
内
・
申
請
書
の

頒
布
期
間
〉

　

５
月
１
日
～
６
月
28
日

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除

く
）。
新
規
申
請
は
本
部
適

正
化
事
業
部
お
よ
び
各
支

部
、
更
新
申
請
は
本
部
適
正

化
事
業
部
お
よ
び
多
摩
支
部

で
そ
れ
ぞ
れ
頒
布
。

〈
Ｇ
マ
ー
ク
説
明
会
〉

　
▽
東
ト
協
本
部
（
新
宿
区

四
谷
３
の
１
の
８
東
ト
総
合

会
館
）
＝
５
月
14
～
16
日
の

３
日
間
、
各
日
と
も
午
前
10

時
か
ら
と
午
後
１
時
30
分
か

ら
の
２
回
開
催
（
各
回
と
も

１
時
間
30
分
程
度
）。
定
員

は
各
回
80
人
（
先
着
順
）。

参
加
申
し
込
み
は
適
正
化
事

業
部
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
03
・
３
３

５
９
・
６
０
０
９
）
で
。

　
▽
東
ト
協
多
摩
支
部
（
国

立
市
北
３
の
27
の
11
三
多
摩

自
動
車
会
館
内
）
＝
５
月
21

日
午
後
２
時
か
ら
と
同
22
日

午
後
５
時
か
ら
の
２
回
（
各

回
と
も
１
時
間
30
分
程
度
）。

定
員
は
各
回
70
人（
先
着

順
）。参
加
申
し
込
み
は
多
摩

支
部
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
４
２
・

５
２
５
・
１
７
７
５
）で
。

　
※
詳
細
は
東
ト
協
本
部
お

よ
び
多
摩
支
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
に
掲
載
。

〈
事
前
相
談
会
〉

　
▽
本
部（
東
ト
総
合
会
館
）

＝
６
月
12
・
13
・
19
日
、
各

日
35
社
程
度
。

　
▽
多
摩
支
部
＝
６
月
20
・

21
日
、
各
日
20
社
程
度
。

　
※
相
談
希
望
の
事
業
者
は

東
ト
協
Ｈ
Ｐ
を
参
照
の
上
、

本
部
適
正
化
事
業
部
（
☎

03
・
３
３
５
９
・
４
１
３

８
）、お
よ
び
多
摩
支
部
（
☎

０
４
２
・
５
２
４
・
３
４
６

９
）へ
電
話
で
申
し
込
む
。

〈
申
請
受
付
期
間
〉

　

▽
本
部
（
東
ト
総
合
会

館
）
＝
７
月
１
～
12
日
（
土・

日
曜
日
除
く
）
各
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時
。

　
▽
多
摩
支
部
＝
７
月
３
・

４
・
９
・
10
日
の
各
日
午
前

９
時
～
午
後
５
時
。

　
※
認
定
申
請
や
説
明
会
・

事
前
相
談
会
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
＝
東
ト
協
適
正
化
事

業
部
へ
。

　
東
ト
協
で
は
福
利
厚
生
対

策
の
一
環
と
し
て
「
24
時
間

電
話
健
康
相
談
」
を
行
っ
て

い
る
。
会
員
事
業
所
の
従
業

員
な
ど
を
対
象
に
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
関
係
を
含
め
た
健

康
相
談
に
応
じ
て
い
る
も
の

で
、
気
軽
に
利
用
す
る
よ
う

呼
び
か
け
て
い
る
。

　
電
話
相
談
窓
口
＝
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・
１
０

９
・
３
７
１
。
24
時
間
・
３

６
５
日
年
中
無
休
。
利
用
は

無
料
。

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
関
係
の

相
談
に
は
心
理
専
門
職
が
対

応
す
る
。
こ
こ
ろ
の
相
談
受

付
時
間
＝
平
日
９
時
～
21

時
、
土
曜
日
10
時
～
18
時

（
日
曜
日
、
祝
日
、
１
月
１

～
３
日
は
休
み
）。
ま
た
、

電
話
に
よ
る
相
談
だ
け
で
な

く
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話

な
ど
に
よ
り
健
康
情
報
に
関

す
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
「
健

康
・
こ
こ
ろ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

（h
ttp
s://w

w
w
.

healthy-hotline.com

／
ロ
グ
イ
ン
Ｉ
Ｄ
＝tora

）

も
利
用
で
き
る
。

申
請
受
付
期
間 

７
月
１
～
12
日

優
良
運
転
者
の
推
薦
を
！

関
東
運
輸
局
長
・
支
局
長
表
彰

電
話
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
健
康
相
談
（
無
料
）

 

お
気
軽
に
ご
利
用
を
！

写
真
は
昨
年
の
説
明
会

【
5
月
1
〜
15
日
】

【
4
月
1
〜
15
日
】

東
ト
協

東ト協

Ｇマーク認定取得促進へ
5 月に説明会・６月に事前相談会

第1030号 （４）協 会２０13年（平成25年）４月25日



　
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

５
月
か
ら
、
平
成
25
年
度
の

第
33
回
地
方
近
代
化
基
金
融

資
申
し
込
み
を
公
募
す
る
。

利
子
補
給
に
よ
り
長
期
低
利

の
融
資
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
事
業
の
近
代
化
・
合

理
化
に
向
け
て
積
極
的
な
活

用
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　【
公
募
融
資
枠
】
35
億
円
。

こ
の
う
ち
①
ポ
ス
ト
新
長
期

規
制
適
合
車
導
入
融
資
20
億

円
②
一
般
融
資
（
設
備
資
金

等
）
15
億
円
③
５
両
未
満
事

業
者
に
基
準
到
達
を
促
す
た

め
の
特
別
融
資
／
①
の
枠
内

で
実
施

　【
公
募
期
間
】
25
年
５
月

１
日
～
26
年
１
月
31
日（
土・

日
曜
日
、
祝
日
・
年
末
年
始

の
休
日
を
除
く
）。
公
募
融

資
枠
を
超
え
た
場
合
は
打
ち

切
り
。

　【
申
し
込
み
先
】
東
ト
協

各
支
部

　【
融
資
対
象
者
】
東
ト
協

会
員
（
都
外
に
本
社
を
有
す

る
事
業
者
は
本
社
所
在
地
の

協
会
へ
）。
持
株
会
社
（
傘

下
の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

車
に
か
か
る
資
金
調
達
に
限

る
）
は
別
途
、
相
談
。

　【
対
象
事
業
】

　
▽
ポ
ス
ト
新
長
期
融
資
／

規
制
適
合
の
事
業
用
貨
物
自

動
車
購
入

　
▽
一
般
融
資
／
①
設
備
資

金
等
＝
車
両
（
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
を
含
む
）・
荷
役
機
械

な
ど
の
購
入
お
よ
び
車
両
の

改
造
、
福
利
厚
生
施
設
の
設

備
、
事
務
所
・
車
庫
・
ト
ラ
ッ

ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
配
送
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
物
流
施
設
の
整

備（
補
修
・
改
修
を
含
む
）、近

代
化
・
合
理
化
の
た
め
の
事

務
機
器（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー・

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
・
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
・
複
写
機
・
Ｍ
Ｃ
Ａ
無

線
等
で
１
品
20
万
円
以
上
）

購
入
②
デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ

フ
・
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

お
よ
び
Ｅ
Ｍ
Ｓ
な
ど
の
省
エ

ネ
関
連
機
器
購
入

　
※
購
入
車
両
は
都
内
で
登

録
す
る
も
の
に
限
る
。
リ
ー

ス
契
約
・
割
賦
契
約
は
対
象

外
　
▽
特
別
融
資
（
５
両
未
満

事
業
者
）／
運
輸
支
局
提
出

の「
事
業
計
画
変
更
届
出
書
」

に
基
づ
く
認
可
基
準（
５
両
）

達
成
の
た
め
の
増
車
資
金（
６

両
目
以
降
の
増
車
は
対
象
外
）

　【
融
資
限
度
額
】
①
個
別

企
業
／
ポ
ス
ト
新
長
期
融
資

６
千
万
円
、
一
般
融
資
５
千

万
円
、
特
別
融
資
６
千
万
円

②
共
同
体
／
１
億
円
③
組
合

／
転
貸
先
の
企
業
ご
と
に
６

千
万
円

　【
貸
付
金
利
】
取
扱
金
融

機
関
の
所
定
利
率

　【
償
還
期
間
】
①
車
両
お

よ
び
車
両
搭
載
物
５
年
以
内

（
据
置
期
間
を
含
む
）②
そ
の

他（
償
却
期
間
内
）最
高
10
年

（
据
置
期
間
を
含
む
）

　【
償
還
方
法
】
据
置
期
間

（
償
還
期
間
の
う
ち
６
か
月

以
内
）
終
了
後
、
元
金
均
等

償
還

　【
担
保
・
保
証
人
】
取
扱

金
融
機
関
の
定
め
に
よ
る

　【
再
融
資
の
制
限
】
①
ポ

ス
ト
新
長
期
融
資
／
前
年
度

ま
で
の
融
資
実
績
に
か
か
わ

ら
ず
、
限
度
額
６
千
万
円
ま

で
②
一
般
融
資
（
設
備
資
金

等
）
／
融
資
残
高
が
５
千
万

円
以
下
の
場
合
、
５
千
万
円

に
達
す
る
ま
で
（
た
だ
し
、

正
常
に
償
還
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
前
提
）

　【
利
子
補
給
率
】
①
ポ
ス

ト
新
長
期
融
資
／
０
・
９
％

②
一
般
融
資
／
０
・
６
％
、

た
だ
し
低
公
害
車
（
Ｃ
Ｎ
Ｇ

車
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
）
お

よ
び
省
エ
ネ
関
連
機
器
（
Ｅ

Ｍ
Ｓ
機
器
お
よ
び
蓄
熱
マ
ッ

ト
等
）
１
・
０
％
③
特
別
融

資
／
１
・
２
％

　【
留
意
事
項
】
①
東
ト
協

の
融
資
推
薦
決
定
通
知
書
は

融
資
の
決
定
と
は
異
な
り
、

取
扱
金
融
機
関
が
返
済
能
力

な
ど
の
審
査
を
経
て
可
否
を

決
定
②
推
薦
後
、
事
業
計
画

の
変
更
（
投
資
額
変
更
、
延

期
、
中
止
等
）
が
生
じ
た
場

合
、
所
定
の
手
続
き
が
必
要

な
た
め
東
ト
協
に
申
し
出
る

こ
と
③
企
業
が
所
属
組
合
を

通
じ
て
借
入
す
る
「
転
貸
方

式
」
の
利
用
が
可
能

　【
取
扱
金
融
機
関
】
商
工

組
合
中
央
金
庫
本
・
支
店
お

よ
び
同
金
庫
の
代
理
店
と
な

っ
て
い
る
信
用
組
合
の
本
・

支
店（
転
貸
方
式
の
場
合
は

商
工
中
金
本
・
支
店
の
み
）

　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉
東
ト

協
交
付
金
会
計
部
（
☎
03
・

３
３
５
９
・
４
１
３
６
）
ま

た
は
各
支
部
担
当
者

　
東
ト
協
各
支
部
は
、
今
年

の
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
」（
４
月
６
～
15
日
）
期
間

中
の
４
月
９
日
、
都
内
各
所

で
統
一
街
頭
指
導
活
動
を
展

開
し
、
広
く
一
般
都
民
に
交

通
ル
ー
ル
の
遵
守
な
ど
を
呼

び
か
け
る
と
と
も
に
、
業
界

の
事
故
防
止
へ
の
取
り
組
み

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
東
ト
協
で
は
よ
り
効
果
的

に
交
通
安
全
活
動
を
行
う
た

め
、
運
動
期
間
中
に
「
統
一

実
施
日
」
を
設
定
し
て
街
頭

活
動
を
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
統
一
実
施
日
の
４
月
９

日
に
は
、
20
支
部
が
歩
調
を

あ
わ
せ
て
都
内
44
か
所
で
街

頭
活
動
を
展
開
し
た
。

　
通
勤
・
通
学
時
間
帯
を
中

心
に
午
前
中
に
は
15
支
部
、

午
後
に
は
５
支
部
が
街
頭
活

動
を
行
い
、
地
元
の
駅
周
辺

や
交
差
点
な
ど
で
の
安
全
誘

導
や
ノ
ベ
ル
テ
ィ
の
配
布
な

ど
を
行
い
、
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
た
（
写
真
）。

　

東
ト
協
は
25
年
度
も
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
の

認
定
な
ど
を
受
け
た
会
員
事

業
者
に
対
し
、
東
京
信
用
保

証
協
会
の
信
用
保
証
料
に
対

す
る
一
部
助
成
を
行
う
。

　【
助
成
対
象
】
景
況
の
悪
化

な
ど
に
よ
り
、
経
営
の
安
定

に
支
障
を
来
た
し
て
い
る
会

員
事
業
者
で
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
保
証
に
か
か
る
区
市

町
村
長
の
認
定
に
基
づ
き
、

東
京
信
用
保
証
協
会
の
保
証

を
受
け
、
保
証
料
を
支
払
っ

た
会
員
②
東
日
本
大
震
災
に

伴
う
被
害
に
か
か
る
区
市
町

村
長
な
ど
の
「
り
災
証
明

書
」
に
基
づ
き
、
信
用
保
証

協
会
の
保
証
を
受
け
、
保
証

料
を
支
払
っ
た
会
員

　【
金
融
機
関
の
範
囲
】
信
用

保
証
協
会
が
貸
付
金
な
ど
の

債
務
保
証
を
行
う
、
す
べ
て

の
金
融
機
関

　【
助
成
金
】
①
１
事
業
者

当
た
り
20
万
円
を
限
度
に
必

要
保
証
料
の
２
分
の
１
、
東

日
本
大
震
災
関
連
保
証
の
場

合
は
限
度
額
40
万
円
（
限
度

に
達
す
る
ま
で
再
助
成
）
②

公
的
機
関
か
ら
助
成
が
あ
る

場
合
は
、
そ
の
額
を
差
し
引

い
た
金
額
が
助
成
対
象

　【
適
用
期
間
】
25
年
４
月

１
日
～
26
年
２
月
28
日
の
間

に
信
用
保
証
協
会
が
保
証
し

た
日
②
25
年
１
月
１
日
～
３

月
31
日
の
借
入
に
対
す
る
信

用
保
証
料
に
つ
い
て
も
、
交

付
申
請
し
て
い
な
い
場
合
は

助
成
の
対
象

　【
申
請
期
間
】
25
年
４
月

１
日
～
26
年
３
月
５
日
の

間
、常
時
受
付（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
、年
末
年
始
の
休
日
を

除
く
）

　【
助
成
金
の
返
納
】
融
資
の

繰
り
上
げ
償
還
を
行
っ
た
場

合
な
ど
で
、
信
用
保
証
協
会

か
ら
保
証
料
の
返
還
を
受
け

た
場
合
に
は
、
返
還
額
に
相

当
す
る
助
成
金
を
返
納

　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉
東
ト

協
交
付
金
会
計
部
（
☎
03
・

３
３
５
９
・
４
１
３
６
）

　
東
ト
協
は
４
月
11
日
、
東

ト
総
合
会
館
で
グ
リ
ー
ン
・

エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｇ
Ｅ

Ｐ
）
参
加
事
業
者
を
対
象
に

平
成
25
年
度
東
京
都
「
貨
物

輸
送
評
価
制
度
」
説
明
会
を

開
催
し
た
。

　
同
制
度
は
都
が
昨
年
の
試

行
を
経
て
、
今
年
度
か
ら
本

格
実
施
す
る
も
の
で
、
同
日

は
制
度
の
概
要
や
評
価
申
請

の
方
法
、
留
意
事
項
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

　
使
用
す
る
全
車
両
を
対
象

に
事
業
者
単
位
で
評
価
が
行

わ
れ
る
た
め
、
評
価
申
請
に

際
し
て
は
す
べ
て
の
営
業
所

の
車
両
１
台
ご
と
の
デ
ー
タ

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
。

あ
わ
せ
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
す
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
教

育
訓
練
・
指
導
体
制
や
、
燃

費
デ
ー
タ
の
集
計
・
分
析
な

ど
に
つ
い
て
日
常
的
な
管
理

体
制
を
示
す
書
類
の
提
出
が

求
め
ら
れ
る
。

　
説
明
会
で
は
、
環
境
部
の

遠
藤
啓
二
部
長
が
「
Ｇ
Ｅ
Ｐ

の
参
加
事
業
者
（
参
加
１
年

間
未
満
を
除
く
）
は
（
既
に

燃
費
デ
ー
タ
な
ど
が
把
握
・

管
理
さ
れ
て
い
る
た
め
）、

車
両
１
台
ご
と
の
燃
費
管
理

記
録
シ
ー
ト
を
Ｇ
Ｅ
Ｐ
で
作

成
す
る
た
め
、
車
検
証
の
写

し
を
準
備
す
る
だ
け
で
申
請

で
き
る
」
と
述
べ
た
上
で
、

「
申
請
書
の
記
入
に
必
要
な

資
料
の
提
供
を
は
じ
め
、
参

加
事
業
者
の
申
請
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
」
と
よ
り
多
く

の
申
請
を
呼
び
か
け
た
。

　
本
格
実
施
に
当
た
り
、
東

ト
協
が
申
請
窓
口
を
担
当
。

申
請
は
東
ト
協
の
担
当
窓
口

へ
の
持
参
お
よ
び
郵
送
で
受

け
付
け
る
ほ
か
、
Ｅ
メ
ー
ル

に
よ
る
申
請
が
可
能
（
た
だ

し
、
別
途
、
添
付
資
料
や
車

検
証
の
写
し
を
郵
送
）。

　
ま
た
、
申
請
書
や
提
出
書

類
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
で

も
、
再
申
請
の
受
付
は
申
請

期
間
中
だ
け
の
た
め
、
で
き

る
だ
け
早
め
に
申
請
す
る
よ

う
呼
び
か
け
た
。

　
申
請
書
類
な
ど
は
、
東
京

都
環
境
局
お
よ
び
東
ト
協
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
東
ト
協
Ｇ

Ｅ
Ｐ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

リ
ン
ク
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
能
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　
関
東
ト
ラ
ッ
ク
協
会
海
上

コ
ン
テ
ナ
部
会
（
部
会
長
・

荒
木
俊
夫
東
ト
協
海
上
コ
ン

テ
ナ
専
門
部
会
長
）
は
３
月

25
日
、
東
京
都
港
湾
局
に
対

し
て
東
京
港
早
朝
ゲ
ー
ト
オ

ー
プ
ン
社
会
実
験
の
継
続
な

ど
を
要
望
し
た
。

　
都
港
湾
局
は
こ
う
し
た
要

望
な
ど
を
踏
ま
え
、
当
面
、

４
月
以
降
来
年
３
月
末
ま
で

の
１
年
間
、
早
朝
ゲ
ー
ト
オ

ー
プ
ン
を
継
続
実
施
す
る
こ

と
に
し
た
。

　
都
港
湾
局
は
コ
ン
テ
ナ
タ

ー
ミ
ナ
ル
や
周
辺
道
路
の
混

雑
・
渋
滞
緩
和
対
策
の
一
環

と
し
て
、
午
前
７
時
30
分
か

ら
の
早
朝
ゲ
ー
ト
オ
ー
プ
ン

（
１
時
間
前
倒
し
）
を
平
成

23
年
12
月
か
ら
実
施
。

　

関
ト
協
海
コ
ン
部
会
で

は
、
こ
の
早
朝
ゲ
ー
ト
オ
ー

プ
ン
に
よ
り
一
定
の
改
善
効

果
が
あ
っ
た
と
し
て
、
①
今

年
４
月
以
降
の
早
朝
ゲ
ー
ト

オ
ー
プ
ン
継
続
実
施
②
全
平

日
・
全
作
業
を
対
象
と
す
る

実
施
範
囲
の
拡
充
③
オ
ー
プ

ン
時
間
の
さ
ら
な
る
早
朝
化

―
―
を
要
望
し
て
い
た
も
の
。

　
な
お
、
ゲ
ー
ト
オ
ー
プ
ン

時
間
の
拡
大
は
、
各
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
事
業
者
の
判

断
で
実
施
す
る
。　

東ト協

都
「
貨
物
輸
送
評
価
制
度
」
説
明
会

Ｇ
Ｅ
Ｐ
参
加
事
業
者
の
申
請
サ
ポ
ー
ト

信
用
保
証
料
を
助
成

東
ト
協

東ト協／春の交通安全運動

20 支部が 44 か所で
統一街頭活動展開

地
方
近
代
化
基
金
融
資
公
募

５
月
か
ら
、
事
業
合
理
化
に
活
用
を

関
ト
協
海
コ
ン
部
会

東
京
港
の
早
朝
ゲ
ー
ト
オ
ー
プ
ン
継
続
を
要
望

（５） 第1030号２０13年（平成25年）４月25日協 会



日 時  4月13日（土）　   ３ 時 27分頃発生

場 所 中野区内（大久保通り〈都道〉）

当事者 事業用中型貨物車（60歳代前半）×歩行者（男性34歳 死亡）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状  況

概  要
事業用中型貨物車は、大久保通りを山手通
り方向から大久保方向へ進行する際、道路
上に横臥していた歩行者を轢過したもの。
（※横臥＝横になって寝ること。）

日 時  4月18日（木）　   14 時 25分頃発生

場 所  足立区内（市区町村道）

当事者 事業用普通貨物車（40歳代後半）×原動機付自転車（男性52歳 死亡）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状  況

概  要
事業用普通貨物車は、交通整理の行われて
いる交差点を東京川口線方向に右折する
際、鳩ヶ谷街道方向から直進して来た原動
機付自転車と衝突したもの。

日 時  4月19日（金）   21 時 30分頃発生

場 所 大田区内（環八通り〈都道〉）

当事者 事業用普通貨物車（50歳代前半）×歩行者（女性78歳 死亡）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状  況

概  要
事業用普通貨物車は、環八通り（外回り）を
直進するにあたり、横断中の歩行者に気付か
ず衝突したもの。

日 時  ４月11日（木）  　0 時 40分頃発生

場 所  中央区内（首都高速 6 号向島線上り）
当事者      事業用大型貨物車（20歳代後半）    ×    側  壁

順番は過失の軽重を示すものではありません

状  況

概  要
事業用大型貨物車は、首都高速６号向島線（上
り）の右カーブを両国JCT 方向から箱崎JCT
方向に進行する際、カーブを曲がりきれずに
左側側壁に衝突し横転したもの。

 

警
察
庁
／
３
月
交
通
統
計

　

   

事
業
用
貨
物
車
の
死
亡

　

   

事
故
83
件
で
７
件
減
少

　
警
察
庁
の
交
通
事
故
統
計

に
よ
る
と
、今
年
の
全
国
に

お
け
る
交
通
事
故
発
生
件
数

（
概
数
）は
、３
月
末
累
計
で

15
万
３
４
１
件
と
前
年
同
期

比
９
２
０
０
件（
５・
８
％
）

減
少
し
た
が
、
死
者
数
は
１

０
１
４
人
で
同
27
人（
２
・

７
％
）増
加
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
事
業
用

貨
物
自
動
車（
第
一
当
事
者
）

に
よ
る
死
亡
事
故
件
数
は
83

件
で
同
７
件（
７
・
８
％
）減

少
。
昨
年
は
前
年
よ
り
増
加

し
た
が
、
今
年
は
減
少
傾
向

に
転
じ
て
い
る
。

　

東
ト
協
は
４
月
15
日
か
ら
、

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
実

施
す
る
平
成
25
年
度
「
ド
ラ

イ
バ
ー
等
安
全
教
育
訓
練
促

進
助
成
制
度
」の
申
請
を
受

け
付
け
て
い
る
。
対
象
は
、

自
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
お
よ
び

安
全
運
転
管
理
者
に
対
し
て

安
全
運
転
教
育
訓
練
を
実
施

す
る
、
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
会
員
事
業
者
。

　
申
し
込
み
手
続
き

は
、
各
事
業
者
が
直

接
、
受
講
を
希
望
す

る
研
修
施
設
へ
研
修

予
約（
４
月
１
日
か

ら
受
付
開
始
）を
完

了
し
た
後
、
東
ト
協

運
行
管
理
部
へ
助
成

金
の
申
請
を
行
う
。

　
研
修
予
約
し
た
後
、

運
行
管
理
部
に
助
成
金
の
利

用
を
電
話
連
絡
す
る
と
、
同

部
か
ら
助
成
申
込
書
類
を
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
案
内
。
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
同
部

へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
す
る
。

　
助
成
額
は
、
特
別
研
修
が

受
講
料
の
７
割（
た
だ
し
、

Ｇ
マ
ー
ク
認
定
事
業
所
〈
安

全
性
優
良
事
業
所
〉の
場
合
、

受
講
料
全
額
）を
助
成
。
一

般
研
修
は
定
額
助
成（
１
講

座
・
定
額
１
万
円
）。

　
東
ト
協
の
助
成
予
算
枠
は

１
０
０
万
円
で
、
予
算
枠
に

達
し
次
第
、
受
付
終
了
（
原

則
と
し
て
先
着
順
、
１
社
に

つ
き
２
人
ま
で
）。

　
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

４
月
に
入
り
、
会
員
事
業
者

が
第
一
当
事
者
と
な
っ
た
交

通
死
亡
事
故
が
相
次
い
で
３

件
発
生
し
、
緊
急
事
態
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
４
月
23
日
付

で
全
会
員
に
対
し
て
大
髙
一

夫
会
長
と
江
森
東
事
故
防
止

委
員
長（
副
会
長
）の
連
名
で

注
意
喚
起
の
文
書
を
発
し
、

改
め
て
事
故
防
止
の
徹
底
を

強
く
呼
び
か
け
た
。

　
今
年
は
、
会
員
一
当
死
亡

事
故
が
１
月
11
日
に
発
生
し

て
以
来
起
き
て
い
な
か
っ
た

が
、
４
月
に
入
っ
て
13
日
、

さ
ら
に
18
・
19
日
に
連
続
し

て
発
生
し
、
今
年
は
既
に
累

計
４
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
東
ト
協
で
は
こ
う
し
た
事

態
を
深
刻
に
受
け
止
め
、
改

め
て
全
会
員
に
対
し
て
注
意

を
呼
び
か
け
た
も
の
。

　
要
請
文
書
で
は
、
昨
年
１

年
間
の
会
員
一
当
死
亡
事
故

総
件
数（
９
件
）を
「
上
回
る

の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ

る
」状
況
と
し
、警
戒
感
を
も

っ
て
事
故
防
止
に
取
り
組
む

よ
う
訴
え
た
。

　
特
に
、
会
員
一
当
死
亡
事

故
４
件
の
う
ち
、
３
件
が
交

差
点
の
右
左
折
時
に
発
生
し

た
自
転
車
・
原
付
自
転
車
・

歩
行
者
と
の
衝
突
事
故
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
年
１
月
に

全
会
員
に
配
布
し
た
『
左
右

の
指
差
し
呼
称
』
や
『
ブ
レ

ー
キ
足
乗
せ
』
を
促
す
「
運

転
者
注
意
喚
起
ス
テ
ッ
カ

ー
」
を
活
用
し
、
運
転
者
に

対
し
て
安
全
確
認
の
徹
底
を

指
導
す
る
よ
う
求
め
た
。

　
東
ト
協
で

は
昨
年
、
６

月
下
旬
以
降

に
会
員
一
当

死
亡
事
故
が

相
次
い
で
発

生
し
、年
間

で
は
９
件
と

な
っ
た
。こ

の
た
め
昨
年

12
月
か
ら
、

事
故
防
止
緊

急
対
策
を
実

施
し
て
い
た
だ
け
に
、
残
念

な
事
態
と
な
っ
た
。

　
な
お
、今
年
の
都
内（
警
視

庁
管
内
）に
お
け
る
事
業
用

貨
物
自
動
車
関
与
の
死
亡
事

故
は
、４
月
19
日
現
在
で
13

件
と
前
年
同
時
期
よ
り
８
件

多
く
、
こ
の
う
ち
、会
員
関

与
の
事
故
が
５
件
と
４
件
も

多
い
。

　
対
象
の
特
定
研
修
施
設
は

中
部
ト
ラ
ッ
ク
総
合
研
修
セ

ン
タ
ー
・
埼
玉
県
ト
ラ
ッ
ク

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
、
ま
た

指
定
研
修
施
設
は
自
動
車
安

全
運
転
セ
ン
タ
ー
安
全
運
転

中
央
研
修
所
・
ク
レ
フ
ィ
ー

ル
湖
東
交
通
安
全
研
修
所
・

総
合
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
ド

ラ
イ
ビ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｏ

Ｎ
Ｇ
Ａ
・
同
北
海
道
。

　
な
お
、
各
研
修
施
設
や
対

象
の
研
修
日
程
・
内
容
な
ど

は
、
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
。

　
▽
助
成
の
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
先
＝
東
ト
協
運
行

管
理
部
（
☎
03・３
３
５
９・

３
６
１
８
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
03
・
３

３
５
９
・
４
９
８
３
）。

道路上に「人」はいないという思い込みは危険、早朝（夜間）
の走行に注意 !!

交差点の右折時は対向車の速度や距離感を見誤る危険性が
あるので、少しでも不安を感じたら右折を待つこと !!

信号待ちで停止後、再発進する際は横断歩道上の状況を
よく確認してから発進すること !!

トレーラは重心が高く横転しやすいので、スピードは控え
めに !    「急ブレーキ」「急ハンドル」は厳禁 !!

        
東
ト
協   

全
会
員
に

事
故
防
止
徹
底
を
要
請

   

４
月
に
会
員
一
当
死
亡
事
故
相
次
ぐ  

安
全
教
育
訓
練
促
進
助
成

東ト協、申請受付中 !

事故防止緊急対策  実施中!!
第1030号 （６）総 合２０13年（平成25年）４月25日



　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
、
平
成
23
年
度
決

算
版
経
営
分
析
報
告（
簡
易

版
）を
ま
と
め
た
。
貨
物
運
送

事
業（
本
業
）の
営
業
収
益
・

利
益
率
と
も
減
少
が
続
き
、

業
界
の
９
割
を
占
め
る
車
両

50
台
以
下
で
は
約
６
割
が
営

業
赤
字
と
依
然
、
厳
し
い
経

営
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　
全
国
１
９
７
６
社
（
有
効

数
）
の
23
年
度
事
業
報
告
書

を
集
計
・
分
析
し
た
も
の
。

　
23
年
度
は
東
日
本
大
震
災

の
影
響
で
経
済
状
況
が
悪
化

し
、
こ
の
中
で
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
で
は
輸
送
量
の
停
滞

が
続
き
、兼
業
分
を
含
め
た

全
売
上
高
は
１
社
平
均
１
億

８
９
４
８
万
円
で
前
年
度
比

２・３
％
減
、
う
ち
貨
物
運
送

事
業
収
入
は
１
億
８
８
２
５

万
９
千
円
で
同
２・
０
％
減

で
、い
ず
れ
も
６
年
連
続
の

減
収
と
な
っ
た
。

　
車
両
規
模
別
に
み
る
と
、

貨
物
運
送
事
業
収
入
は
い
ず

れ
も
減
収
で
、な
か
で
も「
51

～
１
０
０
台
」は
同
６・５
％

減
、「
１
０
１
台
以
上
」
は
同

６・
１
％
減
と
大
き
く
減
少

し
た
。

　
な
お
、
23
年
度
輸
送
量
は

１
社
平
均
６
万
３
４
２
５
㌧

と
ほ
ぼ
横
ば
い
で
、
輸
送
ト

ン
当
た
り
の
単
価
が
低
下
し

て
い
る
。

　
採
算
状
況
に
つ
い
て
は
、

売
上
高
営
業
利
益
率
は
マ
イ

ナ
ス
０・９
％
で
同
０・３
ポ

イ
ン
ト
悪
化
し
、
５
年
連
続

の
営
業
赤
字
。
う
ち
貨
物
運

送
事
業
収
入
は
19
年
度
以
降

減
収
が
続
き
、23
年
度
も
２・

０
％
の
減
収
。
一
方
で
営
業

費
用
（
運
送
費
と
一
般
管
理

費
）
は
燃
料
高
が
響
き
１・８

％
減
に
と
ど
ま
り
、
営
業
利

益
率
は
マ
イ
ナ
ス
１・
０
％

で
同
０・
３
ポ
イ
ン
ト
悪
化

　

日
通
総
合
研
究
所
の「
２

０
１
３
年
度
の
経
済
と
貨
物

輸
送
の
見
通
し
」（
改
訂
）に

よ
る
と
、
国
内
貨
物
輸
送
量

は
49
億
１
９
６
０
万
㌧
で
前

年
度
比
０・
１
％
減
と
ほ
ぼ

横
ば
い
に
と
ど
ま
る
見
通
し

と
し
た
。
た
だ
、
当
初
予
想

（
１
・
１
％
減
）よ
り
は
上
方

修
正
。

　
上
期
に
景
気
の
回
復
基
調

が
鮮
明
に
な
り
、下
期
に
は

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

４
月
か
ら
、
平
成
25
年
度
天

然
ガ
ス
自
動
車（
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
）

用
燃
料
供
給
施
設
等
助
成
事

業
の
公
募
を
行
っ
て
い
る
。

申
請
受
付
期
間
は
６
月
28
日

ま
で
。

　
ト
ラ
ッ
ク
の
低
炭
素
化
お

よ
び
代
替
燃
料
活
用
の
推
進

に
向
け
て
、
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
の
燃

料
供
給
施
設
な
ど
の
拡
充
を

図
る
た
め
助
成
を
行
う
も
の
。

　
助
成
対
象
は
、
①
各
都
道

  

全
ト
協
青
年
部
会

      

４
月
１
日
付
で
発
足

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

４
月
１
日
付
で
、
経
営
改
善

委
員
会
の
下
部
組
織
と
し
て

「
青
年
部
会
」を
正
式
に
発

足
さ
せ
た
。

区  分 営業収益（千円）  営業利益率（％）
21年度 22年度 23年度 21年度 22年度 23年度

全  体 
（   ▲ 3.4）

195,061
（   ▲ 1.5）

192,178
（   ▲ 2.0）

188,259 ▲ 0.4 ▲ 0.7 ▲ 1.0

車
両
規
模
別

    ～ 10台
（   ▲ 0.4）          

49,134
（      1.1）

49,656
（   ▲ 2.9）

48,220 ▲ 3.6 ▲ 3.2 ▲ 3.1

11～ 20台
（   ▲ 0.8）

131,061
（      0.4）

131,600
（   ▲ 1.4）

129,774 ▲ 1.4 ▲ 1.5 ▲ 1.9

21～ 50台
（   ▲ 3.9）

285,618
（   ▲ 0.1）

285,456
（   ▲ 1.4）

281,556 ▲ 1.2 ▲ 0.7 ▲ 1.0

51～100台
（   ▲ 7.0）

597,645
（   ▲ 0.8）

592,896
（   ▲ 6.5）

554,623    1.2    0.6     0.7

 101台以上
（   ▲ 2.0）

1,120,542
（   ▲ 0.9）

1,110,899
（   ▲ 6.1）

1,043,384 ▲ 0.2     0.7     0.1

　注：営業収益のカッコ内は前年度比伸び率、単位％、▲はマイナス

し
た
。

　
１
社
平
均
の
営
業
損
失
は

１
８
０
万
４
千
円
（
前
年
度

損
失
１
４
０
万
９
千
円
）
で

赤
字
幅
が
拡
大
し
て
い
る
。

　
運
送
費
用
の
う
ち
燃
料
油

脂
費
が
価
格
上
昇
で
同
８
・

５
％
増
加
し
、
営
業
収
益
に

占
め
る
燃
料
費
比
率
は
17
・

９
％
で
同
１
・
７
ポ
イ
ン
ト

も
上
昇
。
一
方
で
人
件
費
は

同
０・８
％
減
少
し
、
そ
の
他

経
費
も
節
減
に
努
め
た
が
、

燃
料
高
が
経
営
を
圧
迫
し
、

営
業
赤
字
が
続
い
て
い
る
。

　
規
模
別
に
み
る
と
、
総
じ

て
規
模
の
小
さ
い
と
こ
ろ
ほ

ど
厳
し
い
状
態
に
あ
り
、「
10

　

●
関
東
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と

関
東
ト
ラ
ッ
ク
年
金
基
金
連

合
会
、東
ト
総
合
会
館
で
「
年

金
問
題
等
に
つ
い
て
の
懇
談

会
」
を
開
催
し
、
席
上
、
厚

生
労
働
省
の
丸
川
珠
代
大
臣

政
務
官
に
要
望
書
を
提
出

し
、
厚
生
年
金
基
金
制
度
に

つ
い
て
、
今
後
と
も
持
続
可

能
な
方
向
で
財
政
運
営
制
度

を
根
本
的
に
見
直
す
よ
う
求

め
る（
８
日
）

　

●
東
京
都
ト
ラ
ッ
協
会
と

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

協
同
組
合
連
合
会
、
経
済
産

業
省
の
茂
木
敏
充
大
臣
お
よ

び
菅
原
一
秀
副
大
臣
に
要
望

書
を
提
出
し
、
軽
油
価
格
高

騰
対
策
に
関
す
る
要
望
書
を

提
出
す
る
。
軽
油
価
格
高
騰

が
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
経
営

を
直
撃
す
る
中
、
東
ト
協
の

大
髙
一
夫
会
長
と
東
ト
協
連

の
古
屋
芳
彦
会
長
ら
が
茂
木

大
臣
ら
に
対
し
て
、
直
接
、

業
界
の
窮
状
を
訴
え
、
旧
暫

定
税
率
の
廃
止
あ
る
い
は
一

次
凍
結
や
、
補
助
金
制
度
の

創
設
な
ど
の
緊
急
対
策
を
要

望
す
る（
12
日
）

　

●
東
ト
協
、平
成
23
年
度

版「
東
ト
協
経
営
分
析
結
果
」

概
要（
速
報
版
）を
ま
と
め
発

表
。
本
業
の
一
般
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
に
お
い
て
、
営

業
赤
字
が
51
％
と
半
数
を
超

え
、
特
に
小
規
模
の
実
運
送

事
業
者
は「
走
れ
ば
走
る
ほ

ど
赤
字
」と
い
う
、極
め
て
厳

し
い
経
営
状
態
に
あ
る
こ
と

が
、
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な

る
。
こ
の
た
め
「
経
営
分
析
」

で
は
、
こ
う
し
た
事
態
は「
実

運
送
の
危
機
的
状
況
」と
指

摘
し
、「
適
正
運
賃
の
収
受
が

最
大
の
経
営
課
題
」
と
強
調

す
る
（
15
日
）

　

●
東
ト
協
と
東
ト
協
連
、

高
速
道
路
の
割
引
制
度
の
維

持
・
拡
充
や
軽
油
価
格
高
騰

対
策
に
つ
い
て
、
公
明
党
幹

事
長
代
理
の
高
木
陽
介
東
京

都
本
部
代
表
に
要
望
す
る

（
15
日
）

　
●
政
府
、「
消
費
税
の
円
滑

か
つ
適
正
な
転
嫁
の
確
保
の

た
め
の
消
費
税
の
転
嫁
を
阻

害
す
る
行
為
の
是
正
等
に
関

す
る
特
別
措
置
法
」
を
閣
議

決
定
す
る（
22
日
）

　

●
東
京
商
工
会
議
所
、
中

小
企
業
委
員
会
を
開
催
し
、

平
成
25
年
度
・
東
京
都
の
中

小
企
業
対
策
に
関
す
る
重
点

要
望（
骨
子
案
）を
審
議
。
重

点
要
望
事
項
に
、
円
滑
な
物

流
確
保
対
策
の
一
環
と
し
て
、

東
ト
協
が
か
ね
て
要
望
し
て

い
る
駐
車
規
制
の
緩
和
や
荷

捌
き
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
な
ど

を
盛
り
込
む（
25
日
）

　
●
東
ト
協
、
公
益
法
人
制

度
改
革
に
対
応
す
る
た
め
、

昨
年
10
月
に
申
請
し
て
い
た

一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
に

つ
い
て
、
東
京
都
か
ら
認
可

を
受
け
る
（
25
日
）

　

●
東
ト
協
、
平
成
24
年
度

臨
時
総
会
を
開
催
し
、
一
般

社
団
法
人
へ
の
移
行
登
記

（
４
月
１
日
）や
25
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
、
お
よ
び

一
般
社
団
法
人
移
行
に
伴
う

規
程
制
定
な
ど
を
審
議
・
承

認
す
る
。

　
25
年
度
の
新
規
施
策
と
し

て
は
、各
支
部（
地
域
会
員
）に

対
す
る
「
地
域
会
員
交
付
金

制
度
」
を
創
設
す
る
と
と
も

に
、
健
康
起
因
事
故
防
止
の

観
点
か
ら
、
定
期
健
康
診
断

受
診
率
向
上
の
た
め
の
実
証

調
査
を
実
施
す
る
。
ま
た
、

会
員
サ
ポ
ー
ト
事
業
や
初
任

運
転
者
特
別
講
習
事
業
を
拡

充
す
る（
26
日
）

　

●
国
土
交
通
省
、
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規

則
を
一
部
改
正
す
る
省
令
を

公
布
。
保
有
車
両
５
両
未
満

の
事
業
者
に
対
し
て
も
運
行

管
理
者
選
任
を
義
務
付
け
る

も
の
で
、施
行
は
５
月
１
日
。

　
あ
わ
せ
て
適
正
化
事
業
実

施
機
関
か
ら
、
巡
回
指
導
に

お
い
て
悪
質
性
の
高
い
法
令

違
反
が
疑
わ
れ
る
営
業
所
に

つ
い
て
、
国
に
速
報
・
報
告

さ
せ
る
制
度
構
築
の
た
め
の

通
達
を
発
出
。
同
制
度
は
10

月
１
日
施
行（
29
日
）

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
②
各
協

会
に
所
属
す
る
会
員
事
業
者

③
各
協
会
に
所
属
す
る
会
員

事
業
者
が
主
体
で
構
成
さ
れ

る
団
体
な
ど
。
25
年
度
内
に

設
置
す
る
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
用
の
急

速
充
填
設
備
と
昇
圧
供
給
装

置
の
設
置
経
費
の
一
部
を
助

成
す
る
。

　
助
成
率
・
額
は
、
①
新
設

の
場
合
＝
助
成
対
象
経
費
に

か
か
る
費
用
の
２
分
の
１
以

内（
上
限
４
千
万
円
）②
増

設
お
よ
び
改
造
＝
同
（
上
限

１
千
万
円
）。

　
予
算
額
は
５
千
万
円
（
予

算
枠
を
超
え
る
申
請
が
あ
っ

た
場
合
、
助
成
率
を
一
定
割

合
で
調
整
す
る
こ
と
が
あ
る
）。

　
▽
申
請
の
提
出
・
問
い
合
わ

せ
先
＝
全
ト
協
交
通
・
環
境
部

（
☎
03
・
５
３
２
３・７
２
４

３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
03
・
５
３
２
３

・
７
２
３
０
）。

消
費
税
増
税
を

見
越
し
た
駆
け

込
み
需
要
で
一

部
の
貨
物
の
増

加
が
期
待
で
き
、

消
費
関
連
貨
物

が
小
幅
な
プ
ラ

ス
を
維
持
し
、

生
産
関
連
貨
物

も
増
加
に
転
じ

る
見
込
み
。た

だ
、
建
設
関
連

貨
物
は
小
幅
な

が
ら
水
面
下
に

沈
む
見
通
し
だ
。

　

自
動
車
輸
送
量
は
45
億
１

３
５
０
万
㌧
で
同
０・
１
％

減
と
当
初
予
想
（
１・
０
％

減
）
を
上
方
修
正
。

　
こ
の
う
ち
営
業
用
は
32
億
２

２
０
万
㌧
で
同
０・
９
％
増

と
、当
初
の
減
少
予
想（
０・３

％
減
）か
ら
増
加
に
転
じ
る

見
込
み
と
し
た
。
一
方
、
自

家
用
は
自
営
転
換
の
動
き
に

伴
い
、
13
億
１
１
３
０
万
㌧

で
同
２・
３
％
減
と
引
き
続

き
水
面
下
の
推
移
と
な
る
と

予
想
し
た
。

　
１
～
３
月
実
績（
見
込
み
）

の
国
内
向
け
出
荷
量
「
荷
動

き
指
数
」は
マ
イ
ナ
ス
25
で

前
期（
２
０
１
２
年
10
～
12

月
）
実
績
よ
り
２
ポ
イ
ン
ト

低
下
。４
～
６
月
見
通
し
で

は
11
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、マ

イ
ナ
ス
14
ま
で
戻
す
見
込
み
。

　
輸
送
機
関
別
「
利
用
動
向

指
数
」
に
つ
い
て
は
、
１
～

３
月
実
績（
見
込
み
）は
す
べ

台
以
下
」「
11
～
20
台
以
下
」

は
10
年
以
上
も
赤
字
が
続
い

て
い
る
。

　

売
上
高
経
常
利
益
率
も

０
・
１
％
で
同
０
・
４
ポ
イ

ン
ト
悪
化
、
う
ち
貨
物
運
送

事
業
の
経
常
利
益
率
は
０
・

１
％
で
同
０・
３
ポ
イ
ン
ト

低
下
し
た
。
１
社
平
均
の
経

常
利
益
は
わ
ず
か
13
万
１
千

円
（
前
年
度
利
益
76
万
４
千

円
）
に
減
少
。
21
年
度
に
よ

う
や
く
増
益
と
な
っ
た
が
、

22
年
度
以
降
、
再
び
減
益
が

続
い
て
い
る
。

　
規
模
別
で
は
「
10
台
以
下
」

は
マ
イ
ナ
ス
１
・
１
％
で
同

０
・
３
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
だ

が
、
10
年
以
上
も
赤
字
の
状

態
。「
11
～
20
台
」
は
マ
イ
ナ

ス
０・８
％
で
同
０・６
ポ
イ

ン
ト
悪
化
し
、
７
年
連
続
の

赤
字
。

　
貨
物
運
送
事
業
の
黒
字
企

業
割
合
を
み
る
と
、
営
業
黒

字
は
ほ
ぼ
横
ば
い
の
43
％
で

半
数
以
上
が
赤
字
の
状
態
。

「
10
台
以
下
」で
は
営
業
赤
字

が
63
％
と
６
割
を
超
え
、「
11

～
20
台
」は
60
％
、「
21
～
50

台
」は
53
％
と
営
業
赤
字
が

過
半
数
を
占
め
る
。
ま
た
、

経
常
黒
字
は
54
％
で
同
２
ポ

イ
ン
ト
低
下
し
て
い
る
。

て
の
輸
送
機
関
が
２
ケ
タ
の

マ
イ
ナ
ス
だ
が
、
前
期
よ
り

小
幅
な
が
ら
改
善
。
４
～
６

月
見
通
し
で
も
す
べ
て
２
ケ

タ
の
マ
イ
ナ
ス
を
示
し
て
い

る
が
、
１
～
３
月
実
績
よ
り

改
善
し
、
利
用
の
減
退
圧
力

は
い
く
ぶ
ん
弱
ま
る
見
込
み

と
し
て
い
る
。

◇３月分 ◇

貨物運送事業の営業収益・営業利益率の推移（1 社平均）

Ｃ
Ｎ
Ｇ
車 

燃
料

供
給
施
設
助
成

 

申
請
６
月
28
日
ま
で 営

業
用
自
動
車
輸
送
量

　
　

  

０・９
％
増
と
予
測
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三
國
さ
ん
は
、
20
歳
で

召
集
令
状
が
き
た
時
、「
絶

対
、
死
に
た
く
な
い
、
殺

し
た
く
な
い
」
と
、
無

謀
に
も
逃
亡
を
企
て
る
。

が
、
中
国
へ
渡
る
寸
前

に
、
唐
津
港
で
憲
兵
に
捕

ま
っ
て
し
ま
う
。
母
に
出

し
た
手
紙
を
、 

村
八
分
を

怖
れ
た
母
が
憲
兵
に
差
し

出
し
た
の
だ
。
三
國
さ
ん

は
前
線
へ
送
ら
れ
る
。
千

数
百
人
の
部
隊
で
生
き
て

帰
っ
た
の
は
20
、
30
人
と

い
う
か
ら
、
最
激
戦
地
へ

や
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
だ

が
、
三
國
さ
ん
は
直
前
に

熱
病
に
罹
り
、
意
識
不
明

の
ま
ま
10
日
間
、
む
し
ろ

に
包
ま
れ
て
工
場
の
隅
に

放
置
さ
れ
て
い
た
。
焼
き

場
に
運
ば
れ
て
、
順
番
が

き
て
む
し
ろ
を
は
が
さ
れ

目
が
覚
め
た
の
だ
と
い
う
。

　
ど
こ
ま
で
本
当
の
話
な
の

か
眉
に
唾
を
つ
け
た
く
な
る

が
、
三
國
連
太
郎
と
い
う
際

立
っ
て
魅
力
的
な
、
人
間
の

底
知
れ
ぬ
悪
魔
と
善
魔
を
表

現
で
き
る
た
ぐ
い
稀
な
俳
優

の
背
景
と
し
て
は
、
信
じ
た

く
な
る
の
で
あ
る
。

  

嘘
の
よ
う
な
話
は
ま
だ
ま

だ
続
く
。
終
戦
後
、
東
京
・

東
銀
座
を
歩
い
て
い
た
時
に

ス
カ
ウ
ト
さ
れ
て
、
木
下
恵

介
監
督
の
「
善
魔
」
の
主
役

を
演
じ
る
こ
と
に
な
る
。
全

く
の
素
人
で
、
何
十
回
と

N
G
を
繰
り
返
し
て
フ
イ
ル

ム
を
無
駄
に
す
る
の
で
、「
三

國
3
千
フ
イ
ー
ト
」
と
あ
だ

名
さ
れ
た
。
カ
メ
ラ
の
前
で

あ
ま
り
に
も
緊
張
す
る
の

で
、「
ヨ
ー
イ
・
ス
タ
ー
ト
」

の
代
わ
り
に
、
木
下
監
督
は

「
ワ
ン
チ
ャ
ノ
・
ハ
イ
」
と

掛
け
声
を
か
け
た
と
い
う
。    
  

１
９
６
８
年
、
今
村
昌
平

監
督
「
神
々
の
深
き
欲
望
」

で
は
、
石
垣
島
で
の
2
年
に

及
ぶ
過
酷
な
撮
影
の
最
中
、

主
演
の
三
國
さ
ん
は
俳
優
組

合
を
作
っ
て
今
村
プ
ロ
と
対

立
し
、
監
督
を
苦
し
め
た
。

以
来
、
今
村
さ
ん
は
俳
優
不

信
に
な
り
、
劇
映
画
か
ら
遠

ざ
か
る
一
因
と
な
っ
た
。

  

１
９
７
９
年
、
今
村
監
督

10
年
ぶ
り
の
劇
映
画
「
復
讐

す
る
は
我
に
あ
り
」
の
キ
ャ

ス
テ
ィ
ン
グ
表
を
見
た
助
監

督
の
武
重
邦
夫

さ
ん
は
、「
あ
の

三
國
さ
ん
を
使

う
ん
で
す
か
」

と
驚
い
て
聞
き

た
だ
し
た
。
殺

人
狂
を
演
ず
る

緒
方
拳
さ
ん
の

父
親
役
で
あ
る
。
今
村
さ
ん

は
答
え
た
。「
あ
あ
。
日
本
の

俳
優
で
ね
、
あ
の
役
は
連
ち

ゃ
ん
し
か
お
ら
ん
の
だ
よ
。

真
面
目
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で

あ
り
な
が
ら
息
子
の
女
房
と

関
係
を
持
つ
。
曖
昧
さ
と
複

雑
さ
を
リ
ア
ル
に
演
じ
ら
れ

る
役
者
は
連
ち
ゃ
ん
し
か
い

な
い
」（
武
重
邦
夫
「
愚
行
の

旅
」
よ
り
）

  

そ
の
ロ
ケ
先
の
別
府
・
鉄

輪
温
泉
の
宿
で
、
三
國
さ
ん

は
原
稿
用
紙
と
台
本
を
手

に
、
今
村
監
督
に
迫
っ
て
い

た
。
こ
の
シ
ー
ン
を
こ
の
よ

う
に
直
し
た
い
、
と
い
う
の

で
あ
る
。

　
今
村
映
画
の
脚
本
は
、
並

の
ホ
ン
と
は
違
う
。
調
べ
に

調
べ
練
り
に
練
っ
た
ホ
ン
だ

（
脚
本
は
馬
場
当
）。
そ
の
ホ

ン
に
ア
カ
を
入
れ
る
。
真
剣

勝
負
の
正
面
か
ら
の
闘
い
、

そ
の
も
の
だ
っ
た
。

  

20
年
後
の
１
９
９
８
年
。

「
カ
ン
ゾ
ー
先
生
」
の
リ
テ

ー
ク
事
件
の
時
、
現
場
に
い

た
。
恐
怖
の
１
日
、
い
や
、

２
日
間
だ
っ
た
。
現
場
は
２

日
間
凍
り
つ
い
た
。

　

三
國
さ
ん
を
ア
ッ
プ
で

撮
る
長
い
シ
ー
ン
。
セ
リ

フ
が
途
中
で
引
っ
か
か
る
。

N
G
、
N
G
。
ま
た
N
G
。

ト
ラ
ッ
ク
№
28
、
29
と
マ
イ

ク
に
吹
き
込
む
録
音
技
師
の

声
が
震
え
て
き
た
。
も
ち
ろ

ん
フ
イ
ル
ム
も
テ
ー
プ
も
回
っ

て
い
る
。「
３
千
フ
イ
ー
ト
」
以

上
だ
。
リ
テ
ー
ク
35
で
、
こ
の

日
は
撮
影
中
止
と
な
っ
た
。

  

翌
日
も
同
じ
現
場
で
、
も
う

何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
ス
タ
ッ

フ
は
分
か
っ
て
い
た
。
ど
う
し

て
も
１
カ
ッ
ト
で
撮
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
シ
ー
ン
と
は
思
え

な
い
。
長
い
セ
リ
フ
も
２
回
に

分
け
れ
ば
問
題
な
い
。
カ
ッ
ト

を
割
れ
ば
い
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
今
村
監
督
は
そ
う
し

な
か
っ
た
。
リ
テ
ー
ク
１
０
０

で
撮
影
は
中
止
と
な
っ
た
。
三

國
さ
ん
は
出
演
を
辞
退
し
、
翌

日
現
場
を
去
っ
て
行
っ
た
。
主

役
は
柄
本
明
さ
ん
に
変
わ
っ

た
。
問
題
の
シ
ー
ン
は
、
カ
ッ

ト
を
割
っ
て
い
る
。

  

今
村
監
督
は
、「
釣
り
バ
カ
の

せ
い
か
、
ア
ド
リ
ブ
の
く
せ
が

出
る
」
と
理
由
を
語
っ
た
が
、

三
國
さ
ん
は
ア
ド
リ
ブ
で
演
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。「
釣
り
バ

カ
」
の
、
の
ん
び
り
し
た
印
象

が
我
慢
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　
降
板
劇
か
ら
1
か
月
後
、
雑

誌
で
三
國
夫
妻
を
撮
影
す
る
仕

事
が
あ
っ
た
。
さ
す
が
に
緊
張

し
た
が
、
三
國
さ
ん
は
、
ぼ
く

が
あ
の
現
場
に
い
な
か
っ
た
か

の
よ
う
に
、
た
だ
撮
影
に
専
念

し
て
く
れ
た
。

「
思
い
を
後
に
残
さ
な
い
」。
瞬

間
に
生
き
る
仏
教
の
教
え
を
見

事
体
現
し
て
い
る
、と
思
っ
た
。

  

華
や
か
で
奥
深
い
稀
有
な
俳

優
が
亡
く
な
っ
た
。
ひ
と
き
わ

寂
し
い
。

四つに組んだ正面真剣勝負

　

聖
地
や
霊
場
を
経
巡
る
こ

と
を
巡
礼
と
い
い
ま
す
。
日

本
で
巡
礼
が
始
ま
っ
た
の
は

平
安
時
代
末
期
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
の
ち
に
「
西
国
三
十
三

か
所
巡
礼
」
と
呼
ば
れ
る
観
音
巡
礼

が
最
初
と
い
わ
れ
、
そ
れ
が
各
地
に

広
が
り
、
関
東
で
は
板
東
三
十
三
か

所
、
秩
父
三
十
四
か
所
の
観
音
巡
礼

が
有
名
で
す
。
現
在
で
は
全
国
各
地

に
さ
ま
ざ
ま
な
聖
地
・
霊
場
巡
り
の

場
所
が
あ
り
ま
す
。
四
国
の
八
十
八

か
所
に
つ
い
て
は
巡
礼
と
い
わ
ず
に

「
遍
路
」
と
い
い
、
弘
法
大
師
に
有

縁
な
寺
院・聖
地
を
巡
る
も
の
で
す
。

「 

ど
う
し
て
遍
路
に
？ 

 
 

 

そ
ん
な
に
歩
く
の
？
」

　

歩
き
遍
路
に
出
か
け
る
と
い
う

と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
聞
き
ま
す
。

歩
き
旅
が
好
き
だ
か
ら
、
仏
教
美
術

に
興
味
が
あ
り
空
海
が
も
た
ら
し

た
密
教
が
そ
れ
を
豊
か
に
し
た
か
ら

と
か
、
退
職
を
機
に
何
か
を
し
て
み

た
い
と
か
、
心
機
一
転
と
か
、
し
ま

い
に
は
照
れ
隠
し
を
込
め
て
大
人
の

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
、
お
寺
や
信

者
が
聞
い
た
ら
眼
を
つ
り
上
げ
て
怒

る
よ
う
な
返
事
ま
で
（
こ
の
答
え
は

思
い
の
ほ
か
相
手
の
受
け
が
い
い
の

で
す
。
お
寺
で
は
「
ス
タ
ン
プ
収
集

で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
戒
め
て
い
ま

す
）。
相
手
が
納
得
す
る
か
ど
う
か
に

か
か
わ
ら
ず
、
理
由
に
な
ら
な
い
よ

う
な
返
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
遍
路
に
出
か
け
る
の
は
①
信
仰
心

②
精
神
修
行
③
行
楽
④
信
仰
と
行
楽

⑤
健
康
づ
く
り
⑥
納
経
帳
・
掛
軸
・

判
衣
へ
の
集
印
―
―
な
ど
の
理
由
が

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
な
い
交
ぜ
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
遍
路
同
士
で
は
、
そ
う

し
た
動
機
に
ふ
れ
な
い
の
が
マ
ナ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
の
場
合
は
、

と
も
か
く
八
十
八
か
所
を
回
り
き
る

体
力
や
、
精
神
力
へ
の
心
配
が
先
に

立
っ
て
い
ま
し
た
。

四国

２
　ルポライター
飛鳥井 恭司

なんで歩き遍路に？

昭
和
と
い
う
時
代
は

い
ま
、
さ
ま
ざ
ま
な
評

価
が
な
さ
れ
て
い
る
。

実
際
に
真
っ
只
中
を
生
き
て
き
た
人
た
ち
に

と
っ
て
は
、
ど
う
評
価
さ
れ
よ
う
が
、
己
の

生
き
ざ
ま
そ
の
も
の
で
、
人
生
後
半
に
な
れ

ば
、
む
し
ろ
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
の
世
界
で
あ
る

◆
文
春
が
「
鮮
や
か
に
生
き
た
昭
和
の
１
０

０
人
」
を
出
版
し
た
。
昭
和
の
有
名
人
１
０

０
人
を
写
真
と
短
文
で
綴
っ
て
い
る
も
の
だ

が
、
い
ず
れ
も
懐
か
し
い
面
々
で
あ
る
。
鬼

籍
に
入
ら
れ
た
方
ば
か
り
で
あ
る
が
、
政
治

家
、
経
済
人
、
作
家
、
芸
能
人
、
歌
手
な
ど

広
い
分
野
か
ら
の
１
０
０
人
で
あ
る
◆
む
ろ

ん
、こ
れ
だ
け
の
人
で
は
済
ま
な
い
。し
か
し
、

こ
こ
に
登
場
し
て
い
る
人
々
を
見
て
い
る
と
、

「
あ
の
時
、
あ
の
場
面
」
が
具
体
的
に
思
い
出

さ
れ
て
懐
か
し
い
。
そ
し
て
、
同
書
は
「
昭

和
を
つ
く
っ
た
１
０
０
人
」と
も
位
置
付
け
、

一
人
ひ
と
り
を
紹
介
し
て
い
る
◆
こ
れ
を
み

る
と
、
個
性
豊
か
な
、
背
骨
の
し
ゃ
き
っ
と

し
た
人
た
ち
ば
か
り
で
、
だ
か
ら
こ
そ
、
混

乱
と
激
動
の
わ
が
国
を
支
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
だ
と
改
め
て
感
ず
る
◆
こ
の
こ
と
は
、

わ
が
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
も
事
情
は
同
じ

で
あ
る
。
昭
和
の
年
代
に
、
死
に
も
の
狂
い

で
働
い
て
き
た
労
使
が
あ
っ
て
こ
そ
、
会
社

も
業
界
も
今
日
が
あ
る
の
だ
と
思
う
。

 錯覚美術館  
場　所： 千代田区神田淡路町1-1  

神田クレストビル2階
開館時間： 毎週土曜日  

午前10時～午後5時まで
観覧料：無料

問 ☎ 03-5577-5647

と
は
い
え
、
実
に
厄
介
な
も

の
で
す
。

　
そ
ん
な
錯
覚
と
い
う
現
象

を
数
学
で
解
明
す
る
「
計
算

錯
覚
学
」
は
新
し
い
研
究
分

野
で
、
目
に
錯
覚
を
起
こ
さ

せ
る
も
の
を
計
算
し
て
作
る

こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

錯
覚
が
起
き
る
仕
組
み
の
解

明
が
進
め
ば
、
錯
覚
を
起
こ

し
に
く
い
構
造
に
す
る
こ
と

も
可
能
と
な
り
、
い
ろ
い
ろ

な
分
野
で
の
活
用
が
図
ら
れ
ま

す
。

　

神
田
に
あ
る
『
明
治
大
学

錯
覚
美
術
館
』
で
は
、
錯
覚

に
関
す
る
研
究
成
果
を
紹
介

し
て
い
て
、
錯
覚
の
体
験
に
よ

る
知
的
刺
激
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
縦
断

勾
配
錯
視
に
関
す
る
研
究
の

成
果
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、
下

り
坂
に
見
え
る
坂
道
に
あ
る

こ
と
を
す
る
と
、
正
常
に
見

え
る
こ
と
を
体
験
で
き
ま
す
。

　

下
り
坂
が
上
り
に
、
上

り
坂
が
下
り
に
見
え
る
こ
と

で
、
速
度
超
過
に
よ
る
追
突

事
故
や
速
度
低
下
に
よ
る
自

然
渋
滞
の
発
生
は
、
事
故
防

止
講
習
会
な
ど
で
テ
ー
マ
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
縦
断
勾
配
錯
視

明
治
大
学
錯
覚
美
術
館

と
い
う
目
の
錯
覚
で
、
ド
ラ

イ
バー
が
坂
道
の
傾
斜
の
判

断
を
誤
る
と
い
う
も
の
。
交
差

点
の
右
直
事
故
を
は
じ
め
、

目
の
錯
覚
に
よ
る
判
断
ミ
ス
で

交
通
事
故
は
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
人
間
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

地下鉄「小川町駅」「淡路町駅」から徒歩1分

『あの頃映画 松竹DVDコレクション 
  復讐するは我にあり』
DVD発売中 ￥2,940（税込）
発売・販売元：松竹Ⓒ1979 松竹株式
会社／株式会社今村プロダクション

ジャケット撮影・石黒健治

倍賞美津子さんと。　『復讐するは我にあり』（1979年）より
撮影・石黒健治（写真提供／松竹）  ニコンSP　ニッコール50ミリ

その錯覚は計算されています。 
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